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1391年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｲｪｽﾃﾞﾙ｣
1391年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｴﾝｹ｣(~1394年没)
1391年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾃｨﾜﾘｯﾄ｣(~1392年)
1391年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｶﾞﾝﾎﾟﾗ王国国王｢Vira Bahu2世](~1397年)
1391年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Muzaffar Shah1世(Zafar Khan)｣(~1403年)
1391年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Ali Sher｣(~1398年)
1391年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Muzaffar Shah1世｣(1期目~1403年)
1391年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Sa'd al-Dawla Tus｣(~1394年)
1391年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬｰ･ﾏﾝｽｰﾙ｣(~1393年捕虜となり処刑された)
1391年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬｰ･ﾔﾌﾔｰ｣弟のｼｬｰ･ﾏﾝｽｰﾙに背かれる
1391年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏｯﾃｵ･ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~1393年)
1391年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Waldemar3世｣
1391年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ7世｣
1391年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ3世｣
1391年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ｼﾞｮﾙｼﾞｮ･ﾀﾞ･ｻﾞﾗ｣(~1399年)
1391年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ3世｣ｸﾚｰﾌｪ伯(~13940907死去)
1391年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||ｶﾀﾛは独立した都市国家(~1420年)
1391年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｽﾌﾟﾘｯﾄ統治(~1420年)
1391年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ﾏｰ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ｣
1391年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾏｰ女伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~1404年)
1391年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾌｪﾛｰ諸島はﾉﾙｳｪｰの家臣としてのｵｰｸﾆｰ伯爵のﾍﾝﾘｰｼﾝｸﾚｱ卿の封建領地の一
  部(~1400年)
1391年1月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ5世｣
1391年1月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ2世｣(~13921003死去)
1391年2月5日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年|<交替>加賀国守護｢斯波義種｣⇒甥の｢斯波義重｣(~明徳4(1393)年
  7月10日)
1391年2月5日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年|<任命>尾張国知多郡守護｢一色詮範｣(~不詳)
1391年2月5日-09:00|日本|静岡県伊豆市|元中8;明徳2年|金龍院明徳寺創建｢うすさま明王堂｣(ﾄｲﾚの神様)
1391年2月5日-08:00|中国|  ||明･洪武24年|<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢1世ｹﾞﾝﾄﾞｩﾝ･ﾄﾞｩﾌﾟﾊﾟ｣(~1474年)
1391年2月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣
1391年2月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾏﾇｴﾙ2世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ﾖﾊﾈｽ5世とﾍﾚﾈｰ･ｶﾝﾀｸｾﾞﾈの次男(~142507
  21死去)
1391年2月24日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元中8;明徳2年1月20日|山名氏清･満幸らが入京し､内野で幕府
  軍に敗れる
1391年3月-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･Chiaramonte, conte di Modica｣(~13920402死去)
1391年3月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾀﾞﾋﾞｼｬ｣(~13950907死去)
1391年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝｼｽｺ｣｢ﾒﾝｸﾞｯﾁｮ･ﾃﾞｨ･ｼﾓﾆｰﾉ｣
1391年4月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ1世ｱﾄﾞﾙﾉ｣(3期目~13920616)
1391年4月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾄﾚｳﾞｨｿﾞﾝﾀﾞと通商協約
1391年4月16日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年3月12日|<辞任>室町幕府管領｢斯波義将｣越前に下向
1391年5月12日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年4月8日|<任命>室町幕府管領｢細川頼元｣(~明徳4(1393)年6月5日)
1391年6月-04:00|ﾛｼｱ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ軍がｳﾞｫﾙｶﾞ河を遠征､ｸﾝﾄﾞｩｽﾞﾁｬの戦いでﾃｨﾑｰﾙはﾄｸﾀﾐｼｭに大勝利
1391年6月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武23年5月|高麗､李成桂らが科田法制定
1391年8月1日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国元首｢ﾌｫﾜ伯爵ｶﾞｽﾄﾝ3世｣
1391年8月1日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国元首｢ﾌｫﾜ伯爵ﾏﾃｭｰ｣(~1398.8死去)
1391年8月1日-09:00|日本|大阪府大阪市平野区|元中8;明徳2年7月|大阪大念仏寺の版画融通念仏縁起二巻でき
  る
1391年8月1日-09:00|日本/中国|沖縄県|元中8;明徳2年7月|汪英紫､山南王の船を借りて､山南王叔として明に進
  貢
1391年8月30日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年8月|<任命>日向国守護｢島津元久｣(~応永18年8月6日(14110825)
  死去)
1391年8月30日-09:00|日本|熊本県八代市|元中8;明徳2年8月|今川了俊､八代城の名和顕興と征西大将軍良成親
  王を降伏させる
1391年9月7日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年8月9日|<死去>細川頼有(生年1332年/元備後国･阿波国守護)
1391年9月27日-09:00|日本/朝鮮|  ||元中8;明徳2年8月29日|今川了俊､68人の朝鮮人送還
1391年9月29日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年9月|<交替>山城国守護｢赤松義則｣⇒<再任>｢山名氏清｣(~同年12
  月30日死去)
1391年10月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣
1391年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏｷｼｵ･ﾃﾞｨ･ﾄﾝｿ｣｢ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣
1391年10月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣ｷﾞﾖｰﾑ1世の子(~14180110死去)
1391年10月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾐｰｽ司教ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｽｺｯﾄ｣(2回目~13921008
  )
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1391年10月27日-09:00|日本|熊本県八代市|元中8;明徳2年9月29日|今川了俊､八代古麓城攻略して肥後の平定を
  完了/征西将軍良成親王は筑後矢部の山間に逼塞
1391年10月28日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年10月|<交替>伊勢･志摩国守護｢仁木満長｣⇒｢土岐康行｣再任(~明
  徳3･元中9(1392)年正月)
1391年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ7世｣
1391年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ8世｣(⇒1416年ｻｳﾞｫｲｱ公~1440年~14510107死去)
1391年11月2日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾅｼﾞｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾗｰ･ｱﾙﾃﾞｨﾝ｣
1391年11月2日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｻｰ･ｱﾘ｣(~1436年死去)､｢ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ
  ﾑﾙﾀﾀﾞ｣(~1392年~1436年死去)
1391年11月4日-09:00|日本|大分県豊後大野市|元中8;明徳2年10月8日|五条頼治､大友親氏らの軍を豊後国津江
  大野に撃破
1391年11月5日-09:00|日本|福岡県|元中8;明徳2年10月9日|筑後の兵､泉山を攻め,南党五条頼治･黒木四郎､防戦
  しこれを破る
1391年11月7日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年10月11日|<死去>飛騨国守護｢京極(佐々木)高秀｣64歳/子の高詮
  が継承(~応永8年9月7日(14011014)死去)
1391年11月7日-09:00|日本|福岡県筑後市|元中8;明徳2年10月11日|南党五条頼治･黒木定善､調山の北軍を撃破
  して赤坂に向かう
1391年11月12日-09:00|日本|京都府京都市|元中8;明徳2年10月16日|午刻京都で大地震/歩行困難という/殿舎倒
  壊して死傷者無数
1391年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ2世ﾑｻｯﾄ｣
1391年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾛｰﾏ1世ﾑｻｯﾄ｣(~1394年12月死去)
1391年12月4日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年11月8日|<解任>丹後･伯耆･出雲･隠岐国守護｢山名満幸｣京都から
  追放
1391年12月26日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年12月|<任命>能登国守護｢畠山基国｣(~応永13年1月17日(1406020
  5)死去)
1392年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｼﾝｾ｣(~1394年)
1392年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣ｸﾞﾙｼﾞｱ王国に併合
1392年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1395年)
1392年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｽｰｽﾞﾀﾞﾘとﾆｼﾞﾆ･ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞがﾓｽｸﾜに併合
1392年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾑｽﾁｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾚﾝｸﾞｳﾞｪﾆｽ｣(~1431年)
1392年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｽﾏﾝ帝国がﾃｯｻﾘｱに再侵攻しﾗﾘｻを占領(~1393年)
1392年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ･ﾍﾟﾄﾛﾌ｣(~同年)⇒｢ｲﾜﾝ･ﾎﾙｳﾞｧﾄ｣(~1394年)
1392年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公(ｳﾞｧﾛﾜ=ｵﾙﾚｱﾝ家)ﾙｲ1世(~14071123)
1392年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公(ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ系)ﾖﾊﾝ2世[ﾖﾊﾝ1世の息子](~1416年)ｳﾙﾘﾋ1世[ﾖﾊ
  ﾝ1世の息子](~1417年)ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世[ﾖﾊﾝ1世の息子](~1397年)共同統治
1392年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<領地変更>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公｢ｼｭﾃﾌｧﾝ3世｣⇒上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｲﾝｺﾞﾙｼｭﾀｯﾄ公(~141309
  26死去)
1392年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<領地変更>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公｢ﾖﾊﾝ2世｣⇒上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公(~1397年死去)
1392年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｱﾙﾊﾞﾆｱを攻略
1392年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の叔父(~14000215死去)
1392年1月20日-09:00|日本|京都府|元中8;明徳2年12月26日|<明徳の乱>丹波･和泉･山城･但馬守護の山名氏清と
  丹後の山名満幸､将軍足利義満にそむき南朝に降り挙兵
1392年1月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣
1392年1月24日-09:00|日本|  ||元中8;明徳2年12月30日|<死去>山城･但馬国守護｢山名氏清｣
1392年1月24日-09:00|日本|京都府|元中8･明徳2年12月30日|<死去>丹波国守護｢山名氏清｣
1392年1月24日-09:00|日本|京都府京都市|元中8;明徳2年12月30日|<内野合戦>早朝､山名氏清の弟山名義数､小
  林上野守の700騎が二条大宮に攻め寄せて､大内義弘の300騎と激突して合戦が始まった/大内義弘は小林上野
  守と一騎討ちをして負傷しながらもこれを討ち取る/山名義数も討死､山名軍は緒戦で敗れてしまう/次いで､
  満幸の軍勢2000騎が内野へ突入し守る幕府軍は細川頼之･頼元兄弟､畠山基国､京極高詮の3000騎で激戦となる
  が､義満の馬廻5000騎が投入されて勝敗は決し,敗れた満幸は丹波へ落ちた/氏清の軍勢2000騎は二手に分かれ
  て突入｡大内義弘､赤松義則の軍勢と衝突する｡氏清は奮戦して大内､赤松の軍勢を撃退､一色氏と斯波義重の軍
  勢が加勢して幕府軍は盛り返し氏清の軍勢は潰走,氏清は一色詮範･満範父子に討ち取られた(幕府軍の死者は
  260人余､山名軍の死者は879人)
1392年1月25日-09:00|日本|広島県尾道市|元中9;明徳3年|この頃,｢白描遊行上人絵｣(常称寺蔵)成る
1392年1月25日-08:00|中国|  ||明･洪武25年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｶﾏﾙｯﾃﾞｨｰﾝ｣
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9･明徳3年1月4日|<交替>伊勢･志摩国守護｢土岐康行｣解任⇒｢仁木満長｣(~
  応永3(1396)年7月更迭)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<交替>紀伊国守護｢山名義理｣没収⇒｢大内義弘｣(~応永6
  年12月21日(14000117)死去)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9･明徳3年1月4日|<交替>尾張国守護｢土岐満貞｣解任⇒｢畠山深秋｣(~明徳4(
  1393)年)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<交替>和泉国守護｢山名氏清｣⇒｢大内義弘｣(~応永6年12
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  月21日(14000117)死去)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9･明徳3年1月4日|<任命>安芸国守護｢細川頼元｣(~明徳4(1393)年6月)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<任命>因幡国守護｢山名氏家｣反乱に加わったが降伏して
  許された(~応永7(1400)年6月)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9･明徳3年1月4日|<任命>隠岐国･出雲国守護｢佐々木高詮]
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<任命>山城国守護｢畠山基国｣(~明徳5(1394)年)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<任命>摂津国西成郡守護｢結城満藤｣､住吉郡守護｢大内義
  弘｣､東成郡守護｢畠山基国｣
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<任命>但馬国守護｢山名時熙｣(~永享5(1433)年8月9日隠
  居)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<任命>丹後国守護｢一色満範｣(~応永16(1409)年1月6日死
  去)
1392年1月28日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年1月4日|<任命>美作国守護｢赤松義則｣(~応永34年9月21日(142710
  11)死去)
1392年1月28日-09:00|日本|京都府|元中9;明徳3年1月4日|<就任>丹波国守護｢細川頼元｣(~応永4年5月7日(13970
  602)死去)
1392年2月11日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|元中9;明徳3年1月18日|畠山基国､楠木正勝を河内国千
  剣破城に撃破し吉野へ走らせる
1392年2月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武24年2月|高麗､奴婢決訟法を定める
1392年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲﾑﾚ･ﾍﾞﾍﾞｯｸ｣(~1393年9月)
1392年3月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ2世｣
1392年3月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ3世｣(~14170516死去)
1392年3月19日-09:00|日本|和歌山県海南市|元中9;明徳3年2月25日|山名義理､紀伊藤代城を去り､由良に奔す
1392年3月20日-09:00|日本|和歌山県日高郡日高川町|元中9;明徳3年2月26日|南朝､野上親成をして山名義理を
  救援せしめようとし､大内軍と和佐山に戦う/南軍破れて湯浅城に退き､親成､大内氏に降る
1392年3月22日-09:00|日本|福島県会津若松市|元中9;明徳3年2月28日|<死去>日什上人(黒川妙法寺開祖)会津黒
  川にて/79歳
1392年3月24日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年3月|<交替>対馬国守護｢宗澄茂｣⇒｢宗頼茂｣(~応永5(1398)年4月
  から12月)
1392年3月25日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年3月2日|<死去>備後･阿波･讃岐･土佐国守護･備中半国守護｢細川
  頼之｣69歳
1392年3月25日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年3月2日|<任命>阿波国守護｢細川義之｣(~応永9(1402)年)
1392年3月25日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年3月2日|<任命>讃岐･土佐国守護｢細川頼元｣(~応永4年5月7日(139
  70602)死去)
1392年3月25日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年3月2日|<任命>備後国守護｢細川頼長･基之｣(~応永7(1400)年)
1392年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｫ｣
1392年4月2日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ伯｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･Chiaramonte, conte di Modica｣
1392年4月2日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Guglielmo Raimondo de Moncada｣(1期目~6.1)
1392年4月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾞﾛｰﾆｬ同盟が結成される
1392年4月29日-09:00|日本|福岡県宗像市|元中9;明徳3年4月7日|今川了俊､宗像大宮司に､筑前国宗像社を造営
1392年5月14日-09:00|日本|  ||元中9;明徳3年4月22日|<交替>関東管領｢上杉(山内)憲方｣退任⇒｢上杉(山内)憲
  孝｣(~応永元(1394)年11月3日死去)
1392年5月23日-09:00|日本|沖縄県|元中9;明徳3年5月|中山王察度､浦添按司を武寧に譲り､首里の隠居屋敷｢首
  里天閣｣に移る
1392年6月1日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Artale d'Alagona｣(~1394年)
1392年6月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾙｲ1世｣ﾄｩｰﾚｰﾇ公(~14071123､ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公の刺客に殺された/35歳
  )
1392年6月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ･ﾓﾝﾀﾙﾄﾞ｣(1期目~13930715)
1392年7月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗｸ|  |||ﾃｨﾑｰﾙはﾍﾟﾙｼｱ再征服戦争開始/最初にﾏｰｻﾞﾝﾀﾞﾗｰﾝに進軍し､ｶｽﾋﾟ海沿岸の
  ﾏｰﾊｰﾅ･ｻﾙ要塞を攻略して同地を制圧
1392年7月4日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾁｭﾆｼﾞｱとの通商協定
1392年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Thomas Stafford｣
1392年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢William Stafford｣(~13950406死去)
1392年8月5日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾛｳﾞｧｽ｣⇒ﾘﾄｱﾆｱ最高指導者(~14340601死去)
1392年8月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世､ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭに向かう途中､ﾙ･ﾏﾝの森で幻覚に襲われる(精神錯乱)/
  突然､王弟｢ｵﾙﾚｱﾝ公｣ﾙｲ(ﾙｲ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ)を突き刺そうとする/護衛の部下4人に斬りつけ殺害
1392年8月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武24年7月17日|<即位>李氏朝鮮国王｢太祖(李成桂)｣建国(~1398101
  4退位)
1392年8月5日-09:00|朝鮮|  ||高麗･洪武24年7月17日|<廃位>高麗王｢恭譲王｣李成桂に廃され高麗滅亡
1392年8月6日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|元中9･明徳3年7月17日|平教､三河国八剣社の如来像を造立
1392年8月18日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾆｱ公･ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ領主｢ｼﾞｪﾙｼﾞ･ｶｰﾙ･ﾄﾋﾟｱ｣
1392年8月18日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾏﾘﾉ･ｺｯｺ｣(~同年)⇒｢ﾊﾟｵﾛ･ﾀﾞ･ｶﾅ
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  ﾚ｣(~1393年)
1392年8月18日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｵがｳﾞｪﾈﾂｨｱに割譲され､ｱﾙﾊﾞﾆｱ･ｳﾞｪﾈﾀの一部として統治される(
  ~15010817)
1392年9月15日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元中9･明徳3年8月28日|<創建>相国寺<臨済宗相国寺派大本山>
  足利尊氏､夢窓疎石
1392年9月17日-09:00|日本|大阪府藤井寺市|元中9;明徳3年9月|祐円,河内国剛林寺の涅槃像を描く
1392年9月17日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|元中9･明徳3年9月|駒形神社(浜松市佐藤町)創立
1392年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｻﾝﾍﾟﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ｼﾞｬﾝﾆｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｶｳﾞｧｯﾙｯﾁｮ｣
1392年10月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ2世｣
1392年10月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ7世｣(~14080513死去)
1392年10月8日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~13941002)
1392年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛｲｽﾀｰｸ･ﾖﾙｽｳﾞｧｲ｣(~1397年6月)
1392年11月19日-09:00|日本|  ||明徳3年閏10月5日|南朝の元号である元中が廃止
1392年11月19日-09:00|日本|京都府京都市|明徳3年閏10月5日|<南北朝の合一>南朝の後亀山天皇が吉野から京
  都に帰還して､北朝の後小松天皇に三種の神器を譲って退位し上皇となる
1393年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ5世｣
1393年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ7世｣(~1407年)
1393年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬｰ･ﾏﾝｽｰﾙ｣捕虜となり処刑された
1393年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｳﾞｨｰﾀｳﾀｽ｣(~1393年)
1393年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾊﾃﾞｨ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾑﾔｰﾄﾞ｣(~14320906死去)
1393年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾚｵｰﾈ･ﾊﾞﾙﾎﾞ｣(~1395年)
1393年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<復位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ大公(ﾌﾞﾘｬﾝｽｸ公)｢ﾛｰﾏﾝ2世･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1401年ﾘﾄｱﾆｱによ
  る併合)
1393年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｮﾙｼﾞｮ｣(~1395年)
1393年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Frederick3世｣(~1444年死去)
1393年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾀﾋﾞﾄﾞ2世｣(~同年)⇒｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾃﾞｨﾃﾞｨｱﾃﾞｨ1世｣(~1394年)
1393年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ=ｼｭﾃﾙﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ2世｣ﾖﾊﾝ1世の息子(~1416年);ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭ
  ﾀﾙｶﾞﾙﾄ=ﾉｲﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾙﾘﾋ1世｣ﾖﾊﾝ1世の息子(~14170408死去);ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣ﾖﾊﾝ1世
  の息子､共同統治者(~1397年死去)
1393年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｼﾞｽﾞ2世｣(~1398年)
1393年2月12日-09:00|日本|  ||明徳4年|<交替>薩摩国守護｢島津伊久｣⇒従弟の｢島津元久｣(~応永18年8月6日(1
  4110825)死去)
1393年2月12日-09:00|日本|  ||明徳4年|<交替>備中国守護｢渋川満頼｣罷免⇒｢細川満之｣(~応永12(1405)年12月
  15日死去)
1393年2月12日-09:00|日本|  ||明徳4年|<交替>尾張国守護｢畠山深秋｣⇒｢今川仲秋｣(~応永5(1398)年)
1393年2月12日-09:00|日本|静岡県浜松市浜北区|明徳4年|洞巌玄鑑､太白山龍泉寺(根堅)を開山
1393年2月15日-09:00|日本|  ||明徳4年1月4日|<任命>伯耆国守護｢山名氏之｣(~応永31(1424)年10月23日以降死
  去)
1393年2月19日-09:00|日本|三重県|明徳4年1月8日|伊勢国司北畠顕泰､世保康政と鈴鹿郡に交戦して勝つ
1393年2月21日-09:00|日本|京都府京都市|明徳4年1月10日|幕府が洛中土倉･酒屋への寺社扶持を否定し課役を
  定める
1393年3月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ6世｣
1393年3月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ6世｣(~14050922死去)､｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ8世
  ｣(~14150820死去)
1393年3月17日-09:00|日本|島根県雲南市|明徳4年2月5日|山名満幸･塩冶遠江入道､出雲国三刀屋代に押寄せ合
  戦/城主須和部菊松丸､満幸等を追い払う
1393年3月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武25年2月15日|李成桂新王朝が明皇帝の裁可で新国号を朝鮮とす
  る
1393年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃｰﾆｬ｣
1393年4月12日-09:00|日本/中国|沖縄県|明徳4年3月|汪英紫､山南王の船を借りて､山南王叔として明に進貢
1393年4月23日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Hugh Calvilegh卿｣
1393年4月23日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Jean de Golafre卿｣(~1396113
  0死去)
1393年6月6日-09:00|日本|  ||明徳4年4月26日|<死去>北朝5代｢後円融天皇｣/36歳(誕生:正平13;延文3(1358)12
  12)
1393年7月10日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｾﾞﾝﾊﾟﾊ協定が成立
1393年7月10日-09:00|日本|  ||明徳4年6月|<交替>安芸国守護｢細川頼元｣隠居⇒｢渋川満頼｣(~応永10(1403)年4
  月)
1393年7月14日-09:00|日本|  ||明徳4年6月5日|<辞任>室町幕府管領｢細川頼元｣
1393年7月14日-09:00|日本|  ||明徳4年6月5日|<任命>室町幕府管領｢斯波義将｣(~応永5(1398)年閏4月23日)
1393年7月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌﾚｺﾞｯｿ｣(~同日)⇒｢ｸﾚﾒﾝﾃ･ﾌﾟﾛﾓﾝﾄﾘｵ｣(~7.1
  6)
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1393年7月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｷﾞｽﾃｨﾆｱｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾄﾞ｣(~8.30)
1393年7月17日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾀﾙﾉﾌｸﾞﾗｰﾄﾞを占領
1393年7月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ｣
1393年7月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯｢ﾆｯｺﾛ3世｣(⇒1405年ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯~14411206死去)
1393年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙの対ｲﾗﾝ第3次遠征､ﾊﾞｸﾀﾞｰﾄﾞへ侵入しﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝滅ぶ
1393年8月15日-09:00|日本|京都府京都市上京区|明徳4年7月8日|京都妙顕寺を妙本寺と改称
1393年8月17日-09:00|日本|  ||明徳4年7月10日|<交替>加賀国守護｢斯波義重｣⇒｢斯波義種｣再任(~応永15年2月
  2日(14080308)死去)
1393年8月28日-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞはﾀﾒﾙﾚｰﾝによって略奪された(~12.20)
1393年8月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ･ﾓﾝﾀﾙﾄﾞ｣(2期目~13940524)
1393年9月28日-09:00|日本|京都府京都市左京区|明徳4年8月22日|南禅寺炎上､同寺開山普門無関の塔院天授庵
  も類焼
1393年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾌｪﾚﾝﾂ･ｾｰﾁｪﾆ｣(~1395年9月)
1393年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾆｺﾛ･ﾃﾞｨ･ｷﾞｵｳﾞ｣
1393年10月6日-09:00|日本|沖縄県|明徳4年9月|山南王(承察度)､死す/若按司が跡を継いで山南王となる
1393年11月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｼﾞｬｯｸ1世｣ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王(~13980909死去)
1393年11月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王｢ﾚｳﾞｫﾝ6世｣ﾊﾟﾘで
1393年12月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<廃位>ﾃｯｻﾘｱ副帝｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝｹﾞﾛｽ･ﾌｨﾗﾝﾄﾛﾍﾟﾉｽ｣ｵｽﾏﾝ朝によるﾃｯｻﾘｱ併合
1393年12月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝によりﾃｯｻﾘｱ併合
1393年12月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1393年12月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ16世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋの息子(⇒1447年兼上ﾊﾞ
  ｲｴﾙﾝ=ｲﾝｺﾞﾙｼｭﾀｯﾄ公~14500730死去)
1393年12月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ6世the Older｣
1393年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣
1393年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣(~14020216死去)
1393年12月23日-09:00|日本|京都府|明徳4年11月20日|幕府､洛中洛外の土倉･酒屋役の制を定める
1394年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｴﾝｹ｣
1394年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｴﾙﾍﾞｸ･ﾆｸﾞﾚｽｸﾁ･ﾊｰﾝ｣(~1399年没)
1394年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｲﾝ･ﾚｱｷｱ｣(~1421年)
1394年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾗｻﾞﾄｩ2世｣(~1395年)
1394年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｳﾝﾌﾟﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝｢ﾎｰｼﾞｬ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣ｼﾞｬｳﾝﾌﾟﾙ地方総督のｻﾙﾜﾙが独立(~1399年)
1394年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1399年)
1394年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Eskandar3世｣(~未詳)
1394年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢Al-Hassan2世｣(~1425年)
1394年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<廃止>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公国
1394年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ﾃｵﾄﾞﾗｽ･ﾘｭﾊﾞﾙﾀｲﾃｨｽ｣(~1405年)
1394年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾊﾝｶﾞﾘｰの家臣(~1402年)
1394年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰﾙｱｯﾊﾞｰｽｱﾌﾏﾄﾞ2世｣
1394年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ7世｣
1394年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Joan2世｣(~1422年),｢John｣ﾍﾞﾘｰ公.Joan2世の最初の夫(~1416年)
1394年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾌﾞﾄｺ･ｸﾙﾔｺｳﾞｨｯﾁ｣(~同年)
1394年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾃﾞﾄﾘｸ･ﾌﾞﾍﾞｯｸ｣(2度目~1397年)
1394年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Blanche de Trie｣(~不詳)
1394年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ1世｣ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯家(本流)(~13980106死去)
1394年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ8世偉大公｣(~14180211死去)､｢ﾊﾞﾙ
  ﾆﾑ5世｣(~1402年死去)
1394年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Guglielmo Raimondo de Moncada｣(2期目~1397年)
1394年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ8世｣(~1415年)
1394年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻﾞｲﾔｰﾝ2世｣(~1399年)
1394年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ=ﾌｧｰﾘｽ｣(~1434年死去)
1394年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗｽｺﾞｰ助祭ﾀﾞﾝｶﾝ･ﾌﾟﾁ｣
1394年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾏｰﾙ･ｷﾗｲ｣(~1402年)
1394年1月3日-09:00|日本|東京都港区|明徳4年12月|浄土宗第八祖聖聡上人によって増上寺創建<浄土宗鎮西派
  大本山>
1394年1月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1394年1月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣(~3.8死去)
1394年2月1日-09:00|日本|  ||明徳5･応永元年|<交替>山城国守護｢畠山基国｣⇒｢結城満藤｣(~応永6(1399)年)
1394年2月1日-09:00|日本|静岡県浜松市東区|明徳5･応永元年|時宗の長福寺(恒武町)創建
1394年2月1日-09:00|日本|静岡県浜松市南区|明徳5･応永元年|臨済宗方広寺派の光勝院(新橋町)創建
1394年2月1日-09:00|日本|千葉県野田市|明徳5･応永元年|足利氏満下総国円福寺を再建
1394年2月1日-09:00|日本|奈良県|明徳5･応永元年|明兆､大道和尚像を描く
1394年2月19日-09:00|日本|宮崎県都城市|明徳5年1月19日|相良前頼､薩摩･大隅･日向の乱により､一揆を援け日
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  向に赴き都城を守る/都城にて相良前頼･弟丸目頼書･丸野頼成･青井前成討死
1394年3月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ4世｣
1394年3月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣
1394年3月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1413.2死去)､｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾇｽ
  ﾗﾄ･ｼｬｰ｣(~1398年死去)
1394年3月17日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ﾙｲ･ﾀﾞﾝｷﾞｬﾝ｣
1394年3月19日-09:00|日本|宮崎県北諸県郡三股町|明徳5年2月17日|<梶山合戦>蒲原播磨守直忠､日向･大隅･薩
  摩3州一揆助け､日向梶山城高木久家(梶山城援軍に､高城城和田土佐守入道正覚･都城北郷誼久の子藤次郎久秀
  ､次郎忠通･島津元久)攻落/北郷次郎忠通･北郷藤次郎久秀･伊地知又七郎討死
1394年3月31日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明徳5年2月29日|源武尚､三河国謁播宮の社壇を造立
1394年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣｢ﾏﾙﾁﾉ･ﾃﾞｨ･ｹﾞﾛﾛ･ﾃﾞ=ﾋﾟｽﾄﾙｼﾞ｣
1394年4月7日-09:00|日本|宮崎県北諸県郡三股町|明徳5年3月7日|今川貞兼､日向三俣院梶山城高木氏を攻める/
  島津元久･都城北郷誼久･北郷久秀･北郷忠通これを援ける/北郷久秀･忠通敗死し梶山城陥る
1394年4月10日-09:00|日本|神奈川県南足柄市|明徳5年3月10日|了庵慧明禅師により大雄山最乗寺(道了尊)創建
1394年5月18日-09:00|日本|静岡県富士宮市|明徳5年4月18日|<死去>富士山本門寺の開山･日代上人/101歳
1394年5月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾆｺﾛ･ｿﾞｱｸﾞﾘ｣(~8.17)
1394年5月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武26年5月|鄭道伝が｢朝鮮経国典｣を編纂
1394年5月30日-09:00|日本|沖縄県|明徳5年5月|<即位>琉球南山国王｢汪英紫｣(~1402年死去)/島尻大里ｸﾞｽｸを攻
  め取り､島添大里ｸﾞｽｸにはﾔﾌｽが入り､島添大里按司になる
1394年6月12日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ﾖｼｭﾄ･ﾏﾙｸﾗﾍﾞ･ﾓﾗｳﾞｽｷｰ｣(~8.1)
1394年6月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ6世隻眼公｣
1394年7月9日-09:00|日本|京都府京都市右京区|明徳5年6月11日|天竜寺総門焼失
1394年7月11日-09:00|日本|  ||明徳5年6月13日|<死去>甲斐国守護｢武田信成｣子の信春が継ぐ(~応永20年10月2
  3日(14131116)死去)
1394年7月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(⇒13980428兼ｵｰﾙﾊﾞﾆ公~14060920息子に伯爵領
  を与えた)
1394年8月2日-09:00|日本|  ||応永1年7月5日|｢応永｣に改元
1394年8月10日-09:00|日本/韓国|  ||応永1年7月13日|今川了俊､659人の朝鮮人送還
1394年8月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾞﾙｺ｣(~9.3)
1394年8月27日-09:00|日本|  ||応永元年8月|<交替>伊予国守護｢河野通義｣隠居⇒弟の｢河野通之｣(~応永16(140
  9)年隠居)
1394年8月27日-09:00|日本|  ||応永元年8月|<任命>尾張国海東郡守護｢一色詮範｣(~不詳)
1394年8月27日-09:00|日本|  ||応永1年8月1日|<死去>98代長慶天皇/52歳(誕生:興国4;康永2(1343))
1394年9月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ1世ｱﾄﾞﾙﾉ｣(4期目~13961127)
1394年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｸﾚｰﾌｪ=ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ3世｣
1394年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ=ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ2世｣(⇒1417年ｸﾚｰﾌｪ公･ﾏﾙｸ伯~14480923死去)
1394年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ｣(~1398年死去)
1394年9月11日-09:00|日本|  ||応永1年8月16日|<交替>薩摩国守護｢島津伊久｣解任⇒｢今川貞世｣復職(~応永2(1
  395)年閏7月解任)
1394年9月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>ｱｳﾞｨﾆｮﾝ対立教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ7世(ﾛﾍﾞﾙﾄ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｪﾉｳﾞｧ)｣[1342年生~]
1394年9月17日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ﾈﾘｵ1世｣
1394年9月17日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｱﾝﾄﾆｵ1世｣(~1395年)
1394年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾜﾗｷｱはｵｽﾏﾝ帝国の家臣(~14030923)
1394年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ｣
1394年10月10日-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱはｵｽﾏﾝ帝国の一部(1844年までﾙﾒﾘｱのｱｲﾔﾚｯﾄ)
1394年10月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇(ｱｳﾞｨﾆｮﾝ教皇)｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ13世(ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾙﾅ)｣(~1
  4230523)
1394年10月19日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永1年9月24日|相国寺炎上
1394年10月25日-09:00|日本/中国|沖縄県|応永1年10月|汪英紫､山南王叔として明に進貢
1394年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｳﾞﾗﾄﾞ1世強奪者｣(~1397年1月)
1394年11月4日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||応永1年10月11日|李成桂､工曹典書崔龍蘇を遣わし､朝鮮人の送還を
  謝し､倭寇の取り締まりを求める
1394年11月17日-09:00|日本|  ||応永1年10月24日|<死去>武蔵国守護･上野国守護･伊豆国守護｢上杉憲方｣
1394年11月17日-09:00|日本|  ||応永1年10月24日|<任命>上野･伊豆国守護｢上杉憲定｣(~応永19年12月18日(141
  30120)死去)
1394年11月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武26年10月28日|朝鮮,漢陽(漢城､今のｿｳﾙ)に遷都
1394年11月26日-09:00|日本|  ||応永1年11月3日|<死去>関東管領｢上杉憲孝(宅間)｣
1394年11月29日-09:00|日本|京都府京都市|応永1年11月6日|<就任>関白｢一条経嗣｣(~応永5年3月9日)
1394年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾛｰﾏ1世ﾑｻｯﾄ｣
1394年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ1世｣(~13991128死去)
1394年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｵｯﾄｰ1世｣
1394年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｵｯﾄｰ2世｣ｵｯﾄｰ1世の息子(~14630206死去)



1410迄(1306件)

1395年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第5代国王｢ﾗｰﾒｰｽﾜﾝ｣
1395年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第6代国王｢ﾗｰﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ(ﾗｰﾏﾗｰﾁｬｰ)｣(~1409年)
1395年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｼﾀﾋﾞﾝ2世｣(~1397年)僭主
1395年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayakiti Malla｣(~1403年)､｢Jayadharma Malla｣(~1408年)､｢Jayajyot
  ir Malla｣(~1428年)
1395年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾛﾏﾝ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1401年)
1395年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｶｽｨｰﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢Badr as-Sahab ibn al-Habrali Bu Tuwairik｣(~1430年)
1395年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公｢ｳﾞﾗﾃﾞｨﾐﾗｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1398年)
1395年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾞﾅｰﾄ･ﾓﾛ｣(2度目~1397年)
1395年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<占領>ｱﾃﾈ公国がｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国領となる(~1402年)
1395年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｽｷﾙｶﾞｲﾗ｣(~1397年)
1395年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝軍がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙを包囲
1395年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1397年)
1395年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗｽ2世ｶﾞﾗｲ｣(~1397年)
1395年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息子(~1412年)､｢ｴｰﾘﾋ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世の
  息子(~1397年)共同統治
1395年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~1403年譲位)
1395年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<譲位>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ7世｣
1395年-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||中部ｱﾌﾘｶにｺﾝｺﾞ王国成立(~1914年)
1395年1月-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<即位>ﾓﾅｺ領主｢ﾙｲ｣(~13951219)､｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~13951219)共治
1395年1月8日-09:00|日本|  ||応永1年12月17日|<辞任>室町幕府征夷大将軍｢足利義満｣
1395年1月8日-09:00|日本|  ||応永1年12月17日|<任命>室町幕府第4代征夷大将軍｢足利義持｣(~応永30(1423)年
  3月18日)
1395年1月22日-09:00|日本|  ||応永2年|<交替>美濃国守護｢土岐頼忠｣隠居⇒子の｢土岐頼益｣(~応永21年4月4日
  (14140423)死去)
1395年1月22日-09:00|日本|  ||応永2年|<任命>佐渡国守護｢上野氏｣(~不詳)
1395年1月22日-09:00|日本|沖縄県|明･洪武28年|<死去>琉球北山国王｢怕尼芝｣
1395年1月22日-09:00|日本|沖縄県|明･洪武28年|<即位>琉球北山国王｢珉｣(~1400年死去)
1395年1月22日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|応永2年|曹洞宗静富山則心寺(焼津市下小杉)開山の華渓祖菊
  大和尚､初倉庄君島村に長源寺建立
1395年1月22日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|応永2年|的伝一着､臨済宗方広寺派の大通山瑞雲寺を開創
1395年1月22日-09:00|日本|東京都江東区|応永2年|良博大和尚が柳島辻堂の下に眠る観世音をまつり龍眼寺創
  建
1395年1月22日-09:00|日本|宮崎県えびの市|応永2年|相良祐頼､北原範兼と徳満城で酒宴中に争いとなっての末
  斬り合いとなり､両者死亡/相良氏と北原氏の交流断絶
1395年3月30日-09:00|日本|  ||応永2年3月9日|<任命>関東管領｢上杉朝宗(犬懸)｣(~応永12(1405)年9月12日死
  去)
1395年3月30日-09:00|日本|  ||応永2年3月9日|<任命>武蔵国守護｢上杉朝宗｣(~応永16年7月22日(14090901)隠
  居)
1395年3月31日-09:00|日本|京都府京都市下京区|応永2年3月10日|侍所別当京極高詮､山名満幸を五条坊門高倉
  の宿で殺害
1395年4月-04:00|ﾛｼｱ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ軍がｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国を攻撃し､ﾃﾚｸ河へ遠征
1395年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｨｰﾀ･ﾃﾞｨ･ｺﾙﾍﾞﾛ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1395年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢William Stafford｣
1395年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Edmund Stafford｣(~14030722死去)
1395年4月8日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾈｽ5世ﾌｫﾝ･ｳﾞｧﾚﾝﾛｰﾃﾞ｣(~14180530)
1395年4月10日-09:00|日本|  ||応永2年3月20日|<任命>出雲･隠岐国守護｢京極高詮｣(~応永8年9月7日(14011014
  )死去)
1395年4月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武27年4月|李氏朝鮮で田制改革
1395年5月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾏｰﾁ･ｱﾙｽﾀｰ伯ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(1回目~13970123)
1395年5月17日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏｰﾘｱ｣
1395年5月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団対立ﾏｽﾀｰ｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ｶﾗﾌｧ･ﾃﾞｯﾗ･ｽﾋﾟﾅ｣(~14050425没)
1395年5月18日-09:00|日本|京都府京都市|応永2年4月29日|京都大火､下京四条-七条間焼失
1395年6月3日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｼｼｭﾏﾝ｣
1395年6月18日-09:00|日本|千葉県佐倉市|応永2年6月|益田銀太夫義続､梅林禅芳開山に､龍沢山長源寺(吉田町
  神戸)開基
1395年6月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武27年6月6日|朝鮮､漢陽を漢城と改称
1395年7月11日-09:00|日本|  ||応永2年6月24日|前将軍｢足利義満｣出家(道有)
1395年7月27日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||応永2年7月10日|今川了俊､崔龍蘇の帰国に際し､僧宗倶を随伴させ5
  70人の朝鮮人送還し､書を送る
1395年8月10日-09:00|日本|  ||応永2年7月24日|<任命>上野国守護｢上杉憲定｣
1395年8月11日-09:00|日本|長野県北佐久郡御代田町|応永2年7月25日|北佐久郡小沼村真楽寺の金剛力士像､成
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  る
1395年8月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣
1395年8月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公摂政｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ友好公｣(~13951122)
1395年8月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣(~14040914死去26歳)
1395年9月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｼﾞｬﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣⇒ﾐﾗﾉ公(~14020903死去)
1395年9月7日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾀﾞﾋﾞｼｬ｣
1395年9月7日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ女王｢ｴﾚﾅ｣(~1398年5月)
1395年9月9日-09:00|日本|  ||応永2年閏7月25日|<解任>九州探題･筑後国守護･肥前国守護･肥後国守護･壱岐国
  守護｢今川貞世(了俊)｣大内義弘の讒により
1395年9月9日-09:00|日本|  ||応永2年閏7月25日|<任命>薩摩国守護｢島津伊久｣復職(~応永14(1407)年5月4日死
  去)
1395年9月9日-09:00|日本|  ||応永2年閏7月25日|<任命>筑後国守護｢大友親世｣(~応永8(1401)年､甥の親著に譲
  る)
1395年9月25日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||全ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱがｵｽﾏﾝ帝国ﾊﾞﾔｽﾞｨﾄ1世に併合されて､第2次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国は滅
  亡
1395年9月28日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|応永2年8月15日|春日神社(馬郡町)開山
1395年9月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|応永2年8月17日|唐招提寺の成慶大悲菩薩像を造る
1395年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｽﾃｨﾎﾞﾘ･ｽﾃｨﾎﾞﾘﾁ｣(1回目~1401年4月)
1395年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｫ｣｢ﾘｺﾞｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1395年10月11日-09:00|日本|愛知県豊橋市|応永2年8月28日|<死去>三河国悟真寺開山善忠
1395年11月17日-09:00|日本|沖縄県|明･洪武28年10月5日|<死去>琉球中山国王｢察度｣
1395年11月17日-09:00|日本|沖縄県|明･洪武28年10月5日|<即位>琉球中山国王｢武寧｣(~1405年失国)
1395年11月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ友好公｣共同統治者(~14040914)
1395年12月19日-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺをｼﾞｪﾉｳﾞｧが支配(~13970511)
1395年12月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ7世Rumpold｣
1395年12月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ8世the Sparrow｣(~13970314死去)
1395年12月26日-09:00|日本|  ||応永2年11月14日|<変更>駿河守護｢今川泰範｣半国没収⇒駿河西半国守護(⇒応
  永7(1400)年1月11日駿河国守護);<任命>駿河･遠江東半国守護｢今川貞世(了俊)｣(~応永7(1400)年1月11日解任
  );<任命>遠江西半国守護｢今川仲秋｣(~応永7(1400)年1月11日解任)
1395年12月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｽｸﾀﾘの占領
1396年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ｼｰﾁｬﾝﾀ｣(~1397年)
1396年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾃﾑﾙ･ｸﾄﾙｸ｣ﾃﾑﾙ･ﾍﾞｸの子､白帳ﾊﾝ(~1401年)
1396年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ2世｣(~1401年死去､ｸﾞﾙｼﾞｱ王国に併合)
1396年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾄｸﾀﾐｼｭ｣(~1406年)
1396年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ(2世)･ｱｾﾝ･ｼｼｭﾏﾝ･ｽﾗﾂｨﾐﾙ｣(~14220917死去
  )
1396年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｱがｳﾞｨﾃﾞｨﾝを占領(~1397年)
1396年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣
1396年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Albert4世｣(~14231124死去)
1396年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Sigismund1世｣(~14050119死去)
1396年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ3世｣(~1416年死去)
1396年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世豪胆公｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公(~14040427)
1396年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<分割>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候国⇒ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候国､ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ候国
1396年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||この年､ｹﾙﾝでｶﾞｯﾌｪﾙ(ﾂﾝﾌﾄ)体制
1396年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾝﾄﾞﾗはｱﾗｺﾞﾝに占領される(~同年)
1396年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国とのﾆｺﾎﾟﾘｽの戦い｡ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ敗走
1396年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ司教ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞ･ｸﾞﾘｰﾝﾛｰ｣(~1421年)
1396年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ｱｽﾃｶ第2代国王｢ｳｨﾂｨﾘｳｨﾄﾙ｣ｱｶﾏﾋﾟﾁﾄﾘの息子(~1417年)
1396年1月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武27年12月7日|李氏朝鮮が科挙試験法を制定
1396年1月23日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾏﾙｸﾞﾚｰﾃ･ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏﾙｽﾀﾞｯﾀｰ｣(2回目~14121028)
1396年1月23日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴﾘｸ7世｣(ﾉﾙｳｪｰ王｢ｴｲﾘｯｸ3世｣⇒13960723､兼ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王｢ｴﾘｸ13
  世｣)
1396年2月4日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｱｼﾞｭﾗﾝ｣(~1416年2月)
1396年2月10日-09:00|日本|  ||応永3年|<任命>安房国守護｢木戸満範｣(~応永23(1416)年死去)
1396年2月10日-09:00|日本|  ||応永3年|<任命>奥州管領｢宇都宮氏広｣(~応永7(1400)年8月戦死)
1396年2月10日-09:00|日本|  ||応永3年|<任命>肥後国守護｢渋川満頼｣(~応永11(1404)年)
1396年2月10日-09:00|日本|静岡県浜松市南区|応永3年|臨済宗方広寺派の蔵興寺(浜松市新橋町)創建
1396年3月10日-09:00|日本/中国|沖縄県|応永3年2月|汪英紫､山南王叔として明に進貢
1396年3月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽの間に28年間の休戦協定が成立
1396年3月12日-09:00|日本|愛知県北設楽郡東栄町|応永3年2月3日|三河国八王社の社殿建立
1396年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｻﾝﾍﾟﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝｼｽｺ｣
1396年4月6日-09:00|日本|鹿児島県|応永3年2月28日|(20日~)(入来院)樋脇､前田､市比野の諸城が､島津久哲勢
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  に攻められ陥落
1396年4月6日-09:00|日本|栃木県小山市|応永3年2月28日|小山義政の遺児･若犬丸が奥州の田村清包の支援で挙
  兵/小山城に入る/足利氏満古河城に出陣､若犬丸奥州へ退散
1396年4月9日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||応永3年3月|大内義弘､朝鮮に捕虜を送還
1396年4月14日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||ｽｶﾀﾞﾙはｳﾞｪﾈﾂｨｱに譲った
1396年4月14日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｽｸﾀﾘがｳﾞｪﾈﾂｨｱに割譲(~14790126)
1396年4月16日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|応永3年3月8日|井伊匠作直秀､満福寺造立/住持大雲智範/作事奉
  行大代九郎藤原宗清
1396年4月24日-09:00|日本|  ||応永3年3月16日|<任命>九州探題｢渋川満頼｣(~応永26(1419)年辞任)
1396年5月6日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾌｨﾘﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾅｲﾔｯｸ｣(~1421年6月没)
1396年5月9日-09:00|日本|  ||応永3年4月2日|<死去>明承法親王(30歳)後光厳天皇の皇子､第143世天台座主
1396年5月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾏﾝ卿ｳｨﾘｱﾑ･ﾙ･ｽｸﾛｰﾌﾟ｣(~1397年8月)
1396年5月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ王兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾌｱﾝ1世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｼﾞｭｱﾝ1世狩猟王･不
  注意王･優雅者の愛好者｣46歳
1396年5月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾏﾙﾃｨｰ1世(人文王,聖職者王)｣(~14100531死去)
1396年5月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ王兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾏﾙﾃｨﾝ1世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾏﾙﾃｨｰ1世人文王･
  聖職者王｣ﾍﾟﾄﾞﾛ4世とﾚｵﾉｰﾙ･ﾃﾞ･ｼｼﾘｱの息子(~14100531死去54歳)
1396年7月19日-09:00|日本|長野県大町市|応永3年6月14日|仁科盛房､安曇郡仁科神明の式年造営を行ひ､是日､
  遷宮を行ふ
1396年7月23日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王｢ｴﾘｸ13世｣(ﾉﾙｳｪｰ王｢ｴｲﾘｯｸ3世｣兼ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴﾘｸ7世｣/1回目
  ~14340823)
1396年8月4日-09:00|日本|  ||応永3年7月|<交替>伊勢･志摩国守護｢仁木満長｣更迭⇒｢仁木義員｣(⇒応永5(1398
  )年伊勢南半国没収~応永7(1400)年3月)
1396年8月6日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾎﾞﾙｺ4世｣(~14370506死去)､｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣(~1400年)､｢ﾔﾝ･ｸﾛﾋﾟﾄﾞ
  ﾛ｣(~1421年)
1396年9月15日-09:00|日本|愛知県新城市|応永4年|了意､三河国の某寺に薬師如来坐像を造立
1396年9月25日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ﾆｺﾎﾟﾘｽの戦いで､ﾊﾞﾔｽﾞｨｯﾄ1世のｵｽﾏﾝ軍が､ﾊﾝｶﾞﾘｰ王ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄの
  十字軍を破る
1396年9月28日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾔｰﾉｼｭ･ﾊﾟｼｭﾄｲ｣(~1397年6月)
1396年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾚﾝﾂｪが､ﾐﾗﾉ公国に対抗してﾌﾗﾝｽと同盟を結ぶ
1396年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｼ
  ｰﾉ｣
1396年10月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>初代ﾆｰﾌﾞﾗ伯｢Juan Alonso de Guzman｣
1396年10月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>2代ﾆｰﾌﾞﾗ伯｢Enrique Perez de Guzman｣(~14361031死去)
1396年10月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｷｵﾛｽ王ｲﾔｺﾎﾟとの条約
1396年10月22日-09:00|日本|滋賀県大津市|応永3年9月20日|延暦寺の大講堂供養が行われる
1396年11月-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ卿代行｢ｳﾞｫﾙﾌﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ｣(~14160906
  )､｢ｳﾙﾘｯﾋ･ﾃｭｰﾘﾝｸﾞ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ｣(~1408年没)
1396年11月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世と､ﾌﾗﾝｽ王女ｲｻﾞﾍﾞﾙが結婚
1396年11月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧが､ﾌﾗﾝｽ軍に占領される
1396年11月30日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Jean de Golafre卿｣
1396年11月30日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Edward｣(~14151025死
  去)
1396年12月1日-09:00|日本/中国|沖縄県|応永4年|汪英紫､山南王叔として明に進貢
1396年12月19日-09:00|日本|広島県竹原市|応永3年11月19日|竹原光海神社に摂社厳島社々殿を造立
1396年12月31日-09:00|朝鮮/日本/韓国|  ||朝鮮･洪武28年12月|倭寇数百人が朝鮮に降伏し､土地と食糧を求め
  る/朝鮮､その首領疚六らに官職授与
1397年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ﾃｰﾗ｣(~同年)→｢ｵｰﾝﾓｰﾝ(ｳﾝﾑｱﾝ)｣(~1398年)
1397年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝｾｲﾝｲｰ｣僭主⇒｢ﾗｻﾞﾄｩ2世｣(~1401年)復元
1397年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｶﾞﾝﾎﾟﾗ王国国王｢Vira Alakesvara｣(~1409年)
1397年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Temur Qutlugh｣(~1399年
  死去)
1397年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｳﾞｫﾛｸﾞﾀﾞがｳﾞｪﾘｷｰ･ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞからﾓｽｸﾜに併合される
1397年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ･ｷﾘｰﾆ｣(~1399年)
1397年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ｼﾞｬｺﾓ1世｣(~1418年没)
1397年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ｣(~1407年)
1397年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｲｳﾞｧﾝ｣(~1401年)
1397年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｶﾗﾏﾝ侯国を併合
1397年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<再位>ｱｷﾃｰﾇ公(ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞｭﾈ家)ﾘｼｬｰﾙ2世[ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世](~1399年)
1397年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公｢ﾖﾊﾝ2世｣
1397年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣
1397年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾐｷｴﾘ｣(~1398年)
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1397年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ2世ｺﾞﾙﾔﾝｽｷ｣(~1401年)
1397年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ﾐｯｹﾙ･ﾗｯﾄﾞ･ﾃｨﾙ･ｼｮﾙﾄﾞﾅｴｽ｣
1397年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾖﾊﾝ3世｣(~14200611死去)､｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ6世｣(~1427年)
1397年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｾﾞｰｹﾞﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣(~14030928死去)
1397年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ｣ﾖﾊﾝ2世の長男(~14380702死去)､｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣ﾖﾊﾝ2世
  の次男(~14350912死去)
1397年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾘｼｬｰﾙ2世(再承)｣(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世~1399年)
1397年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾉﾘｯｼﾞ｣ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の孫(⇒1399年ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ公剥奪)
1397年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｴｸｾﾀｰ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世の異父兄(~1399年剥奪~14000116処刑され
  た)
1397年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ女公｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ｣(~13990324死去)､ﾉｰﾌｫｰｸ公｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯(
  ~13990922死去)
1397年1月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾙﾁｬ1世老公｣(~14180131死去)
1397年1月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣
1397年1月26日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ卿｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣
1397年1月29日-08:00|中国|  ||明･洪武30年|明が大明律を公布
1397年1月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光泰10年1月|大越が清化府に国都を建設し移転
1397年1月30日-09:00|日本|鹿児島県薩摩川内市|応永4年|入来院重頼､島津元久､伊久に清色城を包囲され敗走
1397年1月30日-09:00|日本|静岡県掛川市|応永4年|雨桜神社(上垂木)が垂木村に移る
1397年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(~14100316死去)
1397年2月13日-09:00|日本|福島県|応永4年1月15日|小山若犬丸が足利氏満に攻められ陸奥国会津で自刃
1397年3月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ8世the Sparrow｣
1397年3月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~1412年)､｢ﾍﾝﾘｰ9世the Older｣(~14671111死去
  )､｢Wenceslaus of Krosno｣(~1417年)､｢ﾍﾝﾘｰ10世Rumpold｣(~14230118死去)
1397年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ｼﾞｬｺﾐｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ｣
1397年4月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第6代ｽﾙﾀﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾀﾌﾏﾀﾝ･ｼｬｰ｣(~6.14)
1397年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ｹﾝﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣
1397年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ｹﾝﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣(⇒9.29兼初代ｻﾘｰ公~14000107死去)
1397年5月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾆｺﾗｳｽ1世｣
1397年5月11日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣(~14021105)､｢ﾙｲｰｼﾞ｣(2回目~14021105)
1397年5月13日-09:00|日本|京都府京都市北区|応永4年4月16日|足利義満が西園寺家の山荘を譲り受け北山殿建
  立､上棟式(→鹿苑寺/金閣寺)<臨済宗相国寺派>
1397年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾃﾞﾃﾙ･ﾍﾞﾍﾞｯｸ･ｳﾞｧﾓｼ｣(~14020902)
1397年6月2日-09:00|日本|  ||応永4年5月7日|<死去>摂津･土佐･讃岐･丹波国守護｢細川頼元｣55歳
1397年6月2日-09:00|日本|  ||応永4年5月7日|<任命>摂津･丹波･讃岐国守護｢細川満元｣(~応永33年10月16日(14
  261115)死去)
1397年6月2日-09:00|日本|  ||応永4年5月7日|<任命>土佐国守護｢細川満元｣(~応永7(1400)年)
1397年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣
1397年6月3日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢William2世 Montague｣
1397年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣(~14000107､死去剥奪)
1397年6月3日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢William3世 le Scrope｣(~13991013死去)
1397年6月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第7代ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾀﾞｰｳｰﾄﾞ･ｼｬｰ2世｣(~11.15)
1397年6月17日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<設立>ｶﾙﾏﾙ連合:ﾃﾞﾝﾏｰｸ､ﾉﾙｳｪｰ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝの連合(~15230606)
1397年7月25日-09:00|日本|  ||応永4年7月|<交替>上総国守護｢上杉朝宗｣⇒｢上杉氏憲｣(~?)
1397年7月25日-09:00|日本|  ||応永4年7月|<任命>武蔵国守護｢上杉朝宗｣(~応永16(1409)年7月)
1397年8月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾏｰﾁ･ｱﾙｽﾀｰ伯ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(2回目~13980720)
1397年8月23日-09:00|日本|広島県三原市|応永4年8月|小早川春平､安芸国に仏通寺を創建
1397年8月27日-09:00|日本/中国|  ||応永4年8月5日|足利義満､明へ使いを送る
1397年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世が､反国王派のｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯らを処刑
1397年9月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ公･ｸﾞﾛｽﾀｰ公･ｴｾｯｸｽ伯｢ﾄﾏｽ･ｵﾌﾞ･ｳｯﾄﾞｽﾄｯｸ｣暗殺/黒幕は甥のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄ
  ﾞ王ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世とされる
1397年9月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣剥奪
1397年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｻﾘｰ公｢ﾄﾏｽ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣第3代ｹﾝﾄ伯(~14000107死去)
1397年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾗﾙﾌ･ﾈｳﾞｨﾙ｣(~14251021死去)
1397年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ候｢John Beaufort｣(~14100316死去)
1397年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾚﾌｫｰﾄﾞ公｢ﾍﾝﾘｰ(ﾎﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾙｯｸ)｣ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯(⇒13990203兼2代ﾗﾝｶｽﾀｰ公~1
  3990929ﾍﾝﾘｰ4世として即位)
1397年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ｱｼｪﾝ2世｣(~14220917死去)
1397年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｳﾞｨﾃﾞｨﾝを占領
1397年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ公｢Edward of Norwich｣ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯(~14151025死去)
1397年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾆｺﾛ･ﾃﾞｨ･ｷﾞｵｳﾞ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｷﾞｰﾉ･ﾌｧﾌﾞﾛ｣
1397年10月9日-09:00|日本|静岡県三島市|応永4年9月18日|三島社(大宮町)炎上
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1397年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｴﾃｨｴﾝﾇ｣
1397年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｱﾝﾘｴｯﾄ｣ｴﾃｨｴﾝﾇの孫娘(~14440214死去)
1397年11月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第8代ｽﾙﾀﾝ｢ﾀｰｼﾞｭｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ/ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ･ﾊﾞﾌﾏﾆｰ｣(
  ~14221001死去)
1397年12月4日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永4年11月15日|蘆山寺焼亡
1397年12月7日-09:00|日本|京都府京都市東山区|応永4年11月18日|建仁寺炎上
1397年12月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Guy2世｣
1398年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ﾌﾝ｣(~1406年)
1398年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｱﾕﾀﾔ朝がｸﾒｰﾙ王朝の首都を占領
1398年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾇｽﾗﾄ･ｼｬｰ｣
1398年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Karn｣(~同年)⇒｢Jam Fath Khan｣(~1414年)
1398年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国ﾊﾘﾊﾗ2世がﾊﾞﾌﾏﾆｰ領に侵攻
1398年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Ibrahim1世 Dhammaru Veeru｣(~同年廃位)⇒｢Hussain1世 Loka 
  Veeru｣(~1409年)
1398年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｵﾚﾙｶ｣(~1454年死去)
1398年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Sultanzade 2世 Mehmed Bey｣(~1399年)
1398年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｶｰﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙﾊﾈｯﾃﾞｨｰﾝ侯国を併合
1398年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Spinetta2世Malaspina｣
1398年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾙｸ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ｣
1398年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢John2世｣(~1401年)
1398年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴｰﾚ･ﾅﾀﾞﾙ｣(~1399年)
1398年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ6世｣(~1423年)
1398年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾎﾟﾝﾊｲﾑ=ｼｭﾀﾙｹﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯｢John4世｣(~14131016死去)
1398年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~14400920死去)ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5
  世の息子.父の侯領を兄のﾖﾊﾝ3世と分配
1398年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ﾖﾊﾝ｣(~14200611死去)ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世の
  息子
1398年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ4世｣ｸﾚｰﾌｪ伯(1417年よりｸﾚｰﾌｪ公~1430年)
1398年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｳﾞｪﾝｾｽﾗｵ･ｻﾝｾｳﾞｧｰﾘﾉ｣(~1405年)
1398年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1398年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王(請求者)｢ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ﾏｵﾙ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1398年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~1407年死去)
1398年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~13990304死去)
1398年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｱｿﾙ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~1402032
  6死去)
1398年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾗﾌ｣(~1399年)
1398年1月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾏｲｹﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣(~14150914死去)
1398年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ1世｣
1398年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ2世｣
1398年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ3世｣(~14100518)
1398年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ2世｣兼ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ3世｣(~14100518死
  去)
1398年1月19日-09:00|日本|  ||応永5年|<交替>尾張国守護｢今川仲秋｣⇒｢蒲原(今川)直世｣(~同年死去)
1398年1月19日-09:00|日本|  ||応永5年|<任命>伊勢南半国守護｢北畠顕泰｣(~応永9(1402)年隠居)
1398年1月19日-09:00|日本|  ||応永5年|<任命>淡路国守護｢細川満俊｣(~不詳)
1398年1月19日-09:00|日本|  ||応永5年|<任命>肥前国守護｢吉見詮頼｣(~不詳)
1398年1月19日-09:00|日本|群馬県沼田市|応永5年|長寿院(材木町)の十王像が造立される
1398年1月31日-09:00|日本|  ||応永5年1月13日|<死去>北朝3代崇光天皇/65歳(誕生:建武1(1334)0422)
1398年3月27日-09:00|日本|  ||応永5年3月9日|<就任>関白｢二条師嗣｣(~応永6(1399)年4月17日)
1398年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1398年4月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建新1年3月15日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢少帝｣(~14000323(建新3年2月28
  日)譲位.陳朝は滅び､胡朝が成立)建新と改元(~1400年)
1398年4月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ騎士団が､ｳｨｽﾋﾞを占領してﾊﾞﾙﾄ海の商業権を掌握
1398年4月17日-09:00|日本|  ||応永5年4月|(~12月)<交替>対馬国守護｢宗頼茂｣⇒｢宗貞茂｣(~応永21(1414)年)
1398年4月17日-09:00|日本|京都府京都市北区|応永5年4|足利義満､北山殿に移る
1398年4月17日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|応永5年4月|今川蒲原越後守直忠､父氏兼(蒲原庄で没)菩提の
  為､岩戸山龍雲寺(静岡市清水区蒲原町8幡町)を再建
1398年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵｰﾙﾊﾞﾆ公｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ﾊﾞｶﾝ伯(~14060920息子に伯爵領を与えた)
1398年5月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝｵｽﾄﾔ｣(1回目~1404年5月)
1398年5月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉ公ｼﾞｬﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫがﾏﾝﾄｳﾞｧ侯ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞと10年間の休戦協定を結ぶ
1398年6月7日-09:00|日本|  ||応永5年閏4月22日|<辞任>室町幕府管領･信濃･越前国守護｢斯波義将｣隠居､家督
  も子の義重に譲る
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1398年6月7日-09:00|日本|  ||応永5年閏4月22日|<任命>越前国守護｢斯波義重｣(~応永25年8月10日(14180910)
  死去)
1398年6月7日-09:00|日本|  ||応永5年閏4月22日|<任命>信濃国守護｢斯波義重｣(~応永6(1399)年10月21日)
1398年6月24日-08:00|中国|  ||明･洪武31年閏5月10日|<死去>明初代皇帝｢太祖洪武帝(朱元璋)｣/69歳(誕生:13
  280918)
1398年6月28日-09:00|日本|  ||応永5年5月14日|<死去>直仁親王(64歳)花園天皇の皇子
1398年6月30日-08:00|中国|  ||明･洪武31年閏5月16日|<即位>明第2代皇帝｢恵宗建文帝(朱允ﾌﾞﾝ)｣洪武帝の皇
  太子朱標の子(~建文4年1402年7月13日)
1398年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾙｽﾀｰ伯･ﾏｰﾁ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣
1398年7月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｸﾞﾚｲ･ﾄﾞ･ﾙｰｼﾝ卿ﾚｼﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(~10.7)
1398年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏｰﾁ伯･ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣先代の子(~14250128死去)
1398年8月-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ﾏﾃｭｰ｣
1398年8月-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｲｻﾞﾍﾞﾙ｣(~1428年死去)､｢ﾌｫﾜ伯爵Archambaud｣(
  ~1412年死去)
1398年8月2日-09:00|日本|  ||応永5年6月20日|<任命>室町幕府管領｢畠山基国｣(~応永12(1405)年7月4日)
1398年8月7日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永5年6月25日|足利義満､鹿苑院に三重宝塔を建立
1398年9月9日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国･ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｼﾞｬｯｸ1世｣
1398年9月9日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｼﾞｬﾆｭ｣兼ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾔｰﾇ
  ｽ｣(~14320629死去)
1398年9月23日-09:00|日本|  ||応永5年8月13日|<任命>尾張国守護｢畠山基国｣(~応永6(1399)年)
1398年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣｢ﾘｺﾞｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1398年10月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武30年8月26日|李成桂の五男芳遠が反乱を起こし芳碩を殺す(第
  一次王子の乱)
1398年10月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｹﾝﾄ伯･ｻﾘｰ公ﾄｰﾏｽ･ﾃﾞ･ﾎｰﾗﾝﾄﾞ｣(~13990529)
1398年10月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武30年9月5日|<即位>李氏朝鮮国王｢定宗(李光遠)｣(~14001128退
  位)
1398年10月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･洪武30年9月5日|<退位>李氏朝鮮国王｢太祖(李成桂)｣国事を放棄
1398年11月9日-09:00|日本|  ||応永5年10月|大内義弘は幕命により探題の命に従わなかった少弐貞頼や菊池武
  朝らの軍を破っている
1398年12月12日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ8世｣
1398年12月12日-09:00|日本|  ||応永5年11月4日|<死去>関東管領｢足利氏満｣42歳
1398年12月12日-09:00|日本|  ||応永5年11月4日|<任命>鎌倉公方｢足利満兼｣(~応永16(1409)年7月22日)
1398年12月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｱﾐｰﾙ･ﾀﾒﾙﾚｰﾝ(ﾃｨﾑｰﾙ)がﾃﾞﾘｰを占領し､略奪
1398年12月18日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ軍がｲﾝﾄﾞのﾃﾞﾘｰに入城して破壊と略奪
1398年12月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢John3世｣
1399年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｴﾙﾍﾞｸ･ﾆｸﾞﾚｽｸﾁ･ﾊｰﾝ｣殺害される
1399年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｸﾝ･ﾃﾑﾙ｣(~1402年没)
1399年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ3世｣(~1419年)
1399年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｳﾝﾌﾟﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｼｬｰ｣(~1402年)
1399年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌｧﾙｷ朝ﾊﾝ｢Nasir Khan｣(~1437年)
1399年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾔﾄﾞｩ･ﾗｰﾔ｣(~1423年死去)
1399年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞでﾌｨｰﾛｰｽﾞ､ﾊﾘﾊﾗ2世軍撃破
1399年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Temur Qutlugh｣
1399年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Shadi Beg｣(~1407年死去
  )
1399年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｬﾑｲ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣ﾋｽﾞﾙ･ﾎｰｼﾞｬの子(~1406年)
1399年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1399年)
1399年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Kayumarth1世｣(~1453年)
1399年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾙﾊﾞｰﾉ･ﾊﾞﾄﾞｴﾙ｣(~1401年)
1399年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第2代ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾌｧﾗｼﾞｭ｣(~1405年)
1399年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣(~1400年)
1399年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾀﾝﾌﾟ伯｢John｣ﾍﾞﾘｰ公(~14160615死去)
1399年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Giulio Ricciari｣(~1403年)
1399年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾑｰ1世｣(~1401年)
1399年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｰｵ1世｣(~14140806死去)
1399年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~14151013死去)
1399年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｳｽﾏｰﾝ3世｣(~1420年)
1399年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>初代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ公爵｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾉﾘｯｼﾞ｣
1399年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>初代ｴｸｾﾀｰ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣(~14000116処刑された)
1399年1月17日-09:00|日本|  ||応永5年12月10日|<死去>正親町三条治子(不明)伏見宮栄仁親王の御息所
1399年2月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公･ｱｷﾃｰﾇ公･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯･ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ(ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄ)｣
1399年2月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾗﾝｶｽﾀｰ公･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ(ﾎﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾙｯｸ)｣(~9.30ﾍﾝﾘｰ4世として即位)
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  兼ﾚｽﾀｰ伯(~14130320死去)ﾍﾚﾌｫｰﾄﾞ公
1399年2月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･建文1年|この年,李氏朝鮮,開城に再遷都
1399年2月6日-08:00|中国|  ||明･建文1年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾋｽﾞﾙ･ﾎｰｼﾞｬ｣
1399年2月6日-08:00|中国|  ||明･建文1年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｬﾑｲ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣(~1408年死去)
1399年2月6日-08:00|中国|  ||明･建文1年1月1日|明･建文と改元
1399年2月7日-09:00|日本|  ||応永6年|<交替>山城国守護｢結城満藤｣⇒｢京極高詮｣(~同年)⇒｢結城満藤｣再任(~
  応永9(1402)年)
1399年2月7日-09:00|日本|静岡県浜松市南区|応永6年|的伝一着､弟子の快宗一如に臨済宗方広寺派大通山瑞雲
  寺(浜松市佐藤町)を譲り､禅定山大通院(新橋町)を開創
1399年2月7日-09:00|日本|静岡県富士宮市|応永6年|純白融清､富士浅間大社大宮司富士駿河守成時の寄進を受
  け､広国山先照寺(大中里)創立
1399年2月7日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|応永6年1月|僧良弁､尾張国三腰の極楽寺恵光院に不動明王像を
  造立
1399年2月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉ公が､ﾋﾟｻﾞを取得
1399年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1399年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1418年退任)
1399年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ女公｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ｣
1399年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｷﾞﾃﾞｨｰﾉ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｫ｣
1399年4月7日-09:00|日本|  ||応永6年3月|<任命>稲村公方｢足利満貞｣(~永享11(1439)年2月10日自害)
1399年4月7日-09:00|日本|  ||応永6年3月|<任命>篠川公方｢足利満直｣(~永享12年6月24日(14400723)死去))
1399年4月17日-09:00|日本|奈良県奈良市|応永6年3月11日|興福寺金堂供養
1399年4月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ対立総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ善人｣(~1400年)
1399年5月6日-09:00|日本|愛媛県今治市|応永6年4月|賀茂神社を菊万荘遍照院境内に造営
1399年5月24日-09:00|日本|  ||応永6年4月19日|<就任>関白｢一条経嗣｣(~応永15年4月20日)
1399年6月20日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｼﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾊﾞﾙｸｰｸ｣
1399年6月20日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾌｧﾗｼﾞｭ｣(1期目~14050920)
1399年7月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾌﾞﾗｿ｣(~8月)
1399年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||追放中のｼﾞｮﾝの息子のﾍﾝﾘｰが､ﾖｰｸｼｬｰで挙兵
1399年7月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾔﾄﾞｳﾞｨｶﾞ死去/(誕生:1369)｡ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ女王
1399年7月24日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾐｰｽ司教ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｽｺｯﾄ｣(~14000312
  没)
1399年8月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ﾊﾞﾔｽﾞｨﾄﾞ1世がｴﾙﾋﾞｽﾀｰﾝ､ﾏﾗﾃｨｱに侵攻
1399年8月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾌﾞﾚｰｽﾞ･ｺﾞﾘｱﾃ｣(~10月)
1399年8月2日-08:00|中国|  ||明･建文1年7月|明で燕王が挙兵し､靖難の役がおこる
1399年8月12日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾙｺｰﾑﾘ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣
1399年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞで､ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世が､ﾍﾝﾘｰに降伏
1399年9月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼｴﾅがﾐﾗﾉ公国の支配下に入る
1399年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣
1399年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ伯･ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣(~14050608死去)
1399年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世｣(~14000214死去33歳)
1399年9月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｱﾝﾘ3世｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ4世(~14130320)
1399年9月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢女伯ｱﾝ｣(~14381016死去)
1399年9月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾝｶｽﾀｰ公･ｺｰﾝｳｫｰﾙ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｵﾌﾞ･ﾓﾝﾏｽ｣(~14130321ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世､
  以降はﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公､ﾏﾝ島領主等とともにｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王とともに継承される称号)
1399年9月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｰ4世ﾎﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾙｯｸ｣ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄとﾌﾞﾗﾝｼｭ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀ
  ｰの男子(~14130320死去46歳)
1399年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾃｨﾑｰﾙが第4次西征を開始し､ｱﾚｯﾎﾟとﾀﾞﾏｽｸｽを占領
1399年10月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾏｼｭｰ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾙﾏ｣(~11月)
1399年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙﾃｨﾉ･ﾃﾞｨ･ｹﾞﾛﾛ･ﾃﾞ=ﾋﾟｽﾄﾙｼﾞ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾃﾆｬ｣
1399年10月13日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢William3世 le Scrope｣
1399年10月13日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾝ島はｲｷﾞﾘｽ王領に没収
1399年10月14日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永6年9月15日|足利義満が相国承天禅寺七重大塔建立(109m
  ､落雷で焼失)
1399年10月19日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ王｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣(~14050810)
1399年10月20日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|応永6年9月21日|山名氏清の子息､宮田時清･宮田氏明､丹波に蟄
  居せしが､一揆を起こし､畑の城に籠る
1399年10月29日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾙﾀの領主｢ｷﾞﾝ･ﾌﾞｱ･ｼｭﾊﾟﾀ｣
1399年11月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾏﾘﾉ･ﾄﾞﾗｺﾞ｣(~12月)
1399年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ4(5)世征服公｣
1399年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼﾞｬﾝ5(6)世賢公｣ｼﾞｬﾝ4世とｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾅｳﾞｧｰﾙの長男(~144208
  29死去52歳)
1399年11月11日-09:00|日本|大阪府堺市|応永6年10月13日|<応永の乱(和泉国､山城国)>大内義弘は和泉国堺ま
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  で多数の軍勢を率いて東上､そこから動こうとしなかった
1399年11月19日-09:00|日本|  ||応永6年10月21日|<交替>信濃国守護｢斯波義重｣⇒｢小笠原長秀｣(~応永8(1401)
  年更迭)
1399年11月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ1世｣
1399年11月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｲｳｶﾞ･ｵﾛｸﾞﾙ｣ﾛﾏﾝ1世の息子(14000629廃位~14000719死
  去)
1399年11月28日-09:00|日本|愛知県|応永6年11月|土岐詮直､大内義弘に呼応して､尾張国に攻め入る
1399年12月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾐｹｰﾚ･ﾌﾞｯｷｱ｣(~1400年4月)
1399年12月12日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|応永6年11月15日|土岐氏の惣領である土岐頼益は長森城に拠る詮直
  らを殲滅
1399年12月15日-09:00|日本|長野県長野市|応永6年11月18日|丹波国では､明徳の乱に敗れた山名氏清の嫡子･宮
  田時清が兵を挙げ追分宿まで進出したが､義満は山名時煕･氏之兄弟を差し下して迎撃させ時清･満氏･煕氏ら
  を討ち取った/丹波国の宮田勢も鎮圧された
1399年12月17日-09:00|日本|  ||応永6年11月20日|<死去>淡路国守護｢細川満春｣満俊が継ぐ(~不詳)
1399年12月18日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永6年11月21日|大内義弘の挙兵に呼応し､義満と疎遠になって
  いた鎌倉公方足利満兼が､幕府援助を名目にして西へ向かって挙兵
1399年12月26日-09:00|日本|大阪府堺市|応永6年11月29日|<堺の戦い(和泉国)>朝より幕府軍が内義弘の堺城へ
  の攻撃開始/幕府軍が要害越しに殺到すると､城中の櫓からは弓が射かけられ､互いに譲らない激しい攻防戦と
  なった｡そのうち畠山基国軍が城の北口にたどり着き､一の木戸･二の木戸を破って三の木戸に攻撃をかけはじ
  めた｡幕府軍はここに畠山満家･山名時煕軍を投入し､大内軍では杉弘信･杉重明･野上豊前らが駆けつけ､この
  日の最も激しい戦闘が展開された/義弘は四方の戦いを指揮して廻っていたが､ここが最も重要な戦いと見て
  取り､自ら2百余騎をもって援護し､ここを持ちこたえることができた/東口では幕府軍の京極･六角･小笠原隊
  が義弘の弟･大内弘茂が率いる軍勢と渡り合い､夜半に至るまで戦った/敵味方とも朝からの激戦に疲れ果てて
  決着はつかず､幕府軍が本陣に兵を退かせたため､辛くも大内軍が持ちこたえた
1400年-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾘﾈｼｱ人がﾁｬﾀﾑ諸島へ移住
1400年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||ｻﾗﾜｸはﾌﾞﾙﾈｲの一部(~1599年)
1400年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝(ｱﾕﾀﾔ王朝宗主権下)国王ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ3世[ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ2世の息子](~141
  9年)
1400年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾀﾞｯｸ国は東のﾚｰとｼｪｲ､西のﾊﾞｽｺﾞとﾃﾐｽｶﾞﾝに首都を置く2つの王国に分かれた(~1470
  年)
1400年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｼﾞﾙ･ｱｰﾏｯﾄﾞ｣(~1424年)
1400年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ設立
1400年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱﾙﾀの領主｢ｽｸﾞﾛ･ﾌﾞｱ･ｼｭﾊﾟﾀ｣(~1401年)
1400年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｳﾞｧﾗﾚｯｿ｣(~1403年)
1400年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｲｪﾝｽ･ﾃﾞｭｰ｣(1回目~1409年)
1400年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｶｲｸはｹﾞﾙﾀﾞｰｽﾞに売却された(~1492年)
1400年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢Archibald Douglas｣
1400年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｽﾘｰﾑﾊｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1400年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯(~14151013死去)
1400年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢Archibald Douglas｣(~14240817戦死)
1400年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ｺﾝﾁｮﾊﾞｰﾙ･ﾏｯｸ･ﾏｽｶﾞﾑﾅ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱｲﾝ｣ﾏｽｶﾞﾑﾊｲﾝ･ﾏｵﾝﾊｲｹﾞ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝとｳﾅ･
  ﾆｰ･ｺﾝﾁｭﾊﾞｲﾙの息子(~1426年没)
1400年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾑｰｻ3世｣(~1440年)
1400年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱﾝﾃﾞｽ中央部にｲﾝｶ帝国が興隆
1400年1月3日-09:00|日本|長野県長野市|応永6年12月7日|山名氏清の子宮田左馬助時清丹州より攻めあがる所､
  今川泰範66歳､森口城攻めの軍勢を休めずして追分宿に陣し待つ/防戦の先陣勝間田遠江守･名児耶三郎討死/
  今川泰範攻め寄せ宮田左馬助時清を敗走させる
1400年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｻﾘｰ公･第3代ｹﾝﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣
1400年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣剥奪
1400年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ｹﾝﾄ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣(~14080915死去)
1400年1月14日-09:00|日本|宮崎県|応永6年12月18日|日向山東地方各所で一揆
1400年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣
1400年1月17日-09:00|日本|  ||応永6年12月21日|<死去>和泉･紀伊･周防･石見･長門･豊前国守護｢大内義弘｣討
  死/45歳
1400年1月17日-09:00|日本|  ||応永6年12月21日|<任命>紀伊国守護｢畠山基国｣(~応永13年1月17日(14060205)
  死去)
1400年1月17日-09:00|日本|  ||応永6年12月21日|<任命>周防･長門国守護｢大内弘茂｣(~応永8年12月29日(14020
  201)死去)
1400年1月17日-09:00|日本|  ||応永6年12月21日|<任命>石見国守護｢京極高詮｣(~応永9(1402)年)
1400年1月17日-09:00|日本|  ||応永6年12月21日|<任命>豊前国守護｢渋川満頼｣(~応永7(1400)年3月)
1400年1月17日-09:00|日本|大阪府堺市|応永6年12月21日|<堺の戦い(和泉国)>幕府軍は再度の堺総攻撃/木材を
  三脚のように高く組み上げて火をつけ､それを井楼や櫓に倒しかけて焼き払うという策を用いた幕府軍の突入
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  を阻んでいた井楼･櫓はたちまちのうちに噴煙に包まれ城兵が逃げ惑う隙に乗じて幕府軍は木戸を乗り越え､
  一挙に猛攻をしかけた/城兵は必死に防戦するも兵力の差は如何ともしがたく､大内軍の名のある将も次々と
  討たれていった/義弘は手勢を率いて斯波義将･義種隊へ猛然と切りかかり､この軍勢を切り割って畠山満家の
  隊へと突撃/しかし数に勝る畠山隊の必死の応戦の前に大内隊は次々と討たれていき､ついには義弘も壮烈な
  最期を遂げた/大将の義弘が討死したことが知れると､大内軍の諸将も相次いであとを追って討死あるいは降
  伏し､大内勢は壊滅/東の陣に在って奮戦していた弘茂も自害しようとしたが､家臣に諌めれて降伏し､のちに
  赦免されて周防･長門の2国を安堵されている/城郭を焼き尽くした炎は延焼し､堺の1万軒の家屋を焼き払った
1400年1月17日-09:00|日本|大阪府堺市|応永6年12月21日|戦火が強風にあおられ堺の街に延焼､町家1万軒が全
  焼
1400年1月26日-09:00|日本|沖縄県|明･建文2年|<死去>琉球北山国王｢珉｣
1400年1月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･聖元1年|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢羅皚(ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ6世､閣勝)｣
1400年1月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･聖元1年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢巴的吏(ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ6世)｣(~1441年死去)
1400年1月27日-09:00|日本|  ||応永7年|<交替>土佐国守護｢細川満元｣⇒｢細川基之｣｢細川頼長｣(~応永9(1402)
  年)
1400年2月6日-09:00|日本|  ||応永7年1月11日|<交替>遠江東半国守護｢今川貞世(了俊)｣､遠江西半国守護｢今川
  仲秋｣解任⇒遠江国守護｢今川泰範｣(~応永12(1405)年7月)
1400年2月6日-09:00|日本|  ||応永7年1月11日|<変更>駿河西半国守護｢今川泰範｣;駿河東半国守護｢今川貞世(
  了俊)｣解任⇒駿河国守護｢今川泰範｣(~応永16年9月26日(14091103)死去)
1400年2月6日-09:00|日本|  ||応永7年1月11日|足利義満が上杉憲定に今川了俊を攻めさせる/了俊は降伏して
  藤沢に引退
1400年2月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの前王ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世が暗殺される｡33歳(誕生:13670109)
1400年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1400年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~14170215死去)
1400年2月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･建文2年1月30日|李氏朝鮮第二次王子の乱/政治的実権を握っていた
  靖安君･李芳遠(太祖の五男､のちの太宗)が､同腹の兄懐安君･李芳幹(太祖の四男)の反乱を鎮圧し､自らは王世
  弟となって王位の継承を確立
1400年3月12日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾐｰｽ司教ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｽｺｯﾄ｣
1400年3月12日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾘｰ｣(1回目~14011113)
1400年3月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉ公国が､ｳﾞｪﾈﾂｨｱと和平
1400年3月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･聖元1年2月28日|<譲位>陳朝(大越)皇帝｢少帝｣陳朝は滅びる
1400年3月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･聖元1年2月28日|<即位>胡朝(大虞)初代皇帝｢胡季ﾘ｣(~1401年)建国/聖元
  と改元
1400年3月26日-09:00|日本|  ||応永7年3月|<交替>伊勢北半国･志摩国守護｢仁木義員｣⇒｢土岐康行｣(~応永11年
  10月6日(14041108)死去)
1400年3月26日-09:00|日本|  ||応永7年3月|<任命>尾張国守護｢斯波義重｣(~応永25年8月10日(14180910)死去)
1400年3月26日-09:00|日本|  ||応永7年3月|<任命>豊前国守護｢少弐貞頼｣(応永11(1404)年)
1400年3月26日-09:00|日本|  ||応永7年3月|<任命>和泉国守護｢仁木義員｣(~応永10(1403)年)
1400年3月29日-09:00|日本|愛知県一宮市|応永7年3月4日|尾張国妙興寺､焼失
1400年4月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾀﾗﾋﾞｬ｣(~11.25)
1400年4月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾏﾘﾉ･ﾒｽｶ｣(~1417年)
1400年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｺﾙﾍﾞ
  ｯﾛ｣
1400年4月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･建文2年4月|李氏朝鮮で私兵を廃止し官制改革､議政府設置
1400年6月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣暗殺された
1400年6月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世の弟､ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯ
  ﾃﾙ侯領を継承(~1409年~14161014死去),｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の兄､ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯領を継承(~1428年~14340611死
  去)
1400年6月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<解任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｲｳｶﾞ･ｵﾛｸﾞﾙ｣(~14000719死去)
1400年6月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ善候｣(~14320101死去)
1400年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣4人のﾗｲﾝ選帝侯
  により(~14190816死去)
1400年8月20日-09:00|日本|  ||応永7年8月|<死去>奥州管領｢宇都宮氏広｣戦死
1400年8月20日-09:00|日本|  ||応永7年8月|<任命>奥州探題｢大崎詮持｣(~同年死去)⇒｢大崎満持｣(~応永13(140
  7)年)
1400年8月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙﾌﾟﾚﾋﾄ｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世の曾甥孫(~
  14100518死去)
1400年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ｵｳｪｲﾝ･ｸﾞﾘﾝﾄﾞｰﾙ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾙﾌｨﾄﾞ｣(~14150921)
1400年9月26日-09:00|日本|青森県八戸市|応永7年9月8日|葛西満信･大崎詮持は四本松の探題･宇都宮氏広(越中
  守)を討ち取った
1400年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾍﾞｯﾄｰ･ﾃﾞｨ･ｹﾞﾛｰﾛ｣
1400年10月12日-09:00|日本|長野県長野市|応永7年9月24日|<大塔合戦(信濃国)>更級郡篠ﾉ井西方四ﾉ宮河原や
  大塔で信濃守護小笠原長秀と東北信の連合軍が戦い､長秀は敗れて大井光矩の和睦斡旋によって京都にのがれ
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  た
1400年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｪﾌﾘｰ=ﾁｮｰｻｰ/英の詩人｢英誌の父｣｢ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ物語｣
1400年11月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ軍がｱﾚｯﾎﾟ､ﾀﾞﾏｽｸｽへ侵攻
1400年11月3日-09:00|日本|長野県長野市|応永7年10月17日|小笠原長秀の部将坂西長国等､更級郡大塔に篭城し
  て､祢津遠光等大文字一揆等と戦ふ､是日､長国の軍､敗れて､多く戦死
1400年11月6日-09:00|日本|長野県長野市|応永7年10月20日|村上満信･大文字一揆等､更級郡四宮に小笠原長秀
  を攻む､尋で､同郡塩崎城に攻めて之を破る､大井光矩､和を斡旋し､長秀､京都に奔る
1400年11月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾝﾄｰﾆｵ･ｳﾞｪﾆｴﾙ｣
1400年11月25日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾐﾝｶｳﾝ1世｣(~1421年10月)
1400年11月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･建文2年11月13日|<譲位>李氏朝鮮国王｢定宗(李光遠)｣上王に退く
1400年11月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･建文2年11月13日|<即位>李氏朝鮮国王｢太宗(李芳遠)｣(~14180909
  退位)
1400年12月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾐｹｰﾚ･ｽﾃｰﾉ｣(~1413年)
1401年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||(～1406)ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国:第5代国王ｳﾞｨｸﾗﾏｳﾞｧﾙﾀﾞﾅと､その義弟ｳﾞｨﾗﾌﾞｰﾐとの間で王
  位継承を巡る内戦
1401年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾃｲﾝｶﾄｩ｣(~1404年)
1401年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｰﾙﾜｰ･ｽﾙﾀｰﾝ朝(ｺﾞｰﾙ朝)ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾃﾞｨﾗｰﾜﾙ･ﾊｰﾝ｣ﾏｰﾙﾜ地方総督のｺﾞｰﾘｰが独立(~1406
  年)
1401年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ2世｣ｸﾞﾙｼﾞｱ王国に併合
1401年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾒﾚﾃｨ公｢ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ1世｣(~1455年死去)ｸﾞﾙｼﾞｱ王ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ1世によってのみ公
  爵として認められた
1401年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国(白帳)ﾊﾝ｢ｼｬﾃﾞｨ･ﾍﾞｸ｣(~1407年)
1401年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1407年)
1401年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾕｰﾘｰ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(2期目~1404年)
1401年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｳﾞｪﾝﾈﾏｰﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾘｭｯｹﾞﾈｰ｣
1401年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱﾙﾀの領主｢ﾔｺﾌﾞ･ﾌﾞｱ･ｼｭﾊﾟﾀ｣(~14161001死去)
1401年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ﾌｧﾘｴ｣(~1403年)
1401年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ･ﾍｰｳﾞｪﾙﾏﾝ｣(~10.21)
1401年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｱﾝﾄﾞﾘｲ｣(~1410年)
1401年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<廃位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ大公(ﾌﾞﾘｬﾝｽｸ公)｢ﾛｰﾏﾝ2世･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣ﾘﾄｱﾆｱによる併合
1401年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ｴｰﾘﾋ3世｣ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系断絶⇒ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=
  ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系が公国を統合
1401年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Peter3世｣(~1402年)
1401年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Peter d'Evreux｣(~1412年)
1401年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ1世｣(~1411年)
1401年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｴｰﾘﾋ4世｣(~14120621)
1401年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱはﾁｭﾆｽに編入(~1482年)
1401年1月15日-09:00|日本|  ||応永8年|<交替>筑後国守護｢大友親世｣隠居⇒甥の｢大友親著｣(~応永33年11月29
  日(14261227)死去)
1401年1月15日-09:00|日本|沖縄県|明･建文3年|<即位>琉球北山国王｢攀安知｣(~1416年死去滅亡)
1401年1月15日-09:00|日本|香川県三豊市|応永8年|常徳寺円通殿(現,仁尾町)造営
1401年1月15日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永8年|足利義満､北野経王堂を建立
1401年1月15日-09:00|日本|静岡県浜松市|応永8年|臨済宗方広寺派の長伝寺(和田町)創建
1401年1月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･紹成1年|<譲位>胡朝(大虞)初代皇帝｢胡季ﾘ｣
1401年1月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･紹成1年|<即位>胡朝(大虞)2代皇帝｢胡漢蒼｣(~14070511明軍の捕虜にな
  る)/紹成と改元(~1402年)
1401年1月15日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|応永8年1月|如仲天誾､天方城主山内対馬守道美に招かれ､曹洞宗
  飯田山崇信寺(飯田)開山
1401年3月4日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾀﾞﾏｽｶｽはﾃｨﾑｰﾙ･ﾚﾝｸに略奪された
1401年3月31日-09:00|日本|  ||応永8年2月17日|<交替>信濃国守護｢小笠原長秀｣更迭⇒｢斯波義将｣(~応永9(140
  2)年5月幕府直轄)
1401年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾁｬｷ｣(1回目~1403年5月)
1401年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝｼｽｺ｣｢ﾍﾞｯﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ｣
1401年4月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣
1401年4月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣先代の子(~14390430死去)
1401年4月12日-09:00|日本|京都府京都市|応永8年2月29日|土御門内裏炎上
1401年4月15日-09:00|日本|  ||応永8年3月2日|<任命>備後国守護｢山名時熙｣(~永享5(1433)年8月9日隠居)
1401年4月16日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|応永8年3月3日|<犬の馬場合戦>櫛間の本田忠親､志布志を攻め､
  熊田原兄弟ほか戦死
1401年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾘｰ卿｣(~8.23)
1401年5月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ｵﾎﾟﾙﾁｸ｣
1401年5月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾘｱ｣
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1401年5月27日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永8年4月14日|相国寺法堂出来る
1401年6月24日-09:00|日本/中国|  ||応永8年5月13日|足利義満､博多の豪商肥富某･禅僧祖阿らを第1回遣明使
  として派遣
1401年7月10日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗｸ|  |||ﾃｨﾑｰﾙが再度ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄを侵略し､住民を虐殺
1401年8月22日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李舒｣(~14020519)
1401年8月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｽｸﾛｰﾌﾟ卿ｽﾃﾌｧﾝ･ﾙ･ｽｸﾛｰﾌﾟ｣(~11.13)
1401年8月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾄﾗｰﾆの通商についての条約
1401年9月8日-09:00|日本|愛知県豊田市|応永8年8月|藤原長安､三河国猿投八王子社の社殿を再興
1401年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾐｹﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾙｯﾁｮ｣
1401年10月2日-09:00|日本|長野県下伊那郡阿南町|応永8年8月25日|下伊那郡富草村八幡社の神像､成る
1401年10月14日-09:00|日本|  ||応永8年9月7日|<死去>飛騨･出雲･隠岐国守護｢京極高詮｣高光が継ぐ(~応永20
  年8月19日(14130914)死去)
1401年10月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾝﾗｰﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｰﾃｨﾝｸﾞﾎﾌ｣(~14130214
  没)
1401年11月5日-09:00|日本|兵庫県多可郡多可町|応永8年9月29日|金蔵寺蔵薬師如来坐像,開眼
1401年11月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾗﾝｶｽﾀｰのﾄｰﾏｽ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(~14040303)
1401年12月6日-09:00|日本|沖縄県|応永8年11月|<死去>琉球南山国王｢汪英紫｣
1402年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1402年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｸﾝ･ﾃﾑﾙ｣
1402年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞｯﾄﾞ･ﾊｯｻﾝ｣(~1408年死去)
1402年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾏﾗｯｶ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾟﾗﾒｽﾜﾗ｣建国(~1414年死去)
1402年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｵﾙｸ･ﾃﾑﾙ･ﾊｰﾝ｣(~1408年没)
1402年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ｻｰﾑﾌｧﾝｹｰﾝ(ｻｰﾑﾌﾟﾗﾔｰﾌｧｰﾝｹｰﾝ)｣(~1441年)
1402年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｳﾝﾌﾟﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝第3代ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ･ｼｬｰ｣(~1440年)
1402年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ2世ｵﾚｺﾞｳﾞｨﾁ(~1408年~1427年死去)
1402年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱｶｲｱ公摂政｢ﾏﾘｱ･ｻﾞｯｶﾘｱ｣(~1404年)
1402年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾄﾞｩﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Isaoglu Musa･ﾍﾞｲ｣(~1403年)
1402年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾊﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Orhan･ﾍﾞｲ｣(~1404年)
1402年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｱﾃﾈ公｢ｱﾝﾄﾆｵ1世｣(~1435.1死去)
1402年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Sultanzade 2世 Mehmed Bey｣(~1420年)
1402年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾃｹ侯国ﾍﾞｲ｢Osman Celebi｣(~1421年)
1402年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの家臣(~1456年)
1402年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ5世｣
1402年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾏﾘｱ｣ｴﾝﾘｹ3世の長女.後のｱﾗｺﾞﾝ王妃(~140
  5年~14581004死去)
1402年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Joana1世｣(~同年)⇒｢Maria de Luna｣(~14061220死去)
1402年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ･ｸﾞﾙｼﾞｪｳﾞｧﾁｷ｣(~1404年)
1402年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ･ｸﾞﾙﾃﾞｳﾞｧﾂｷ｣(~1404年)
1402年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ｣(~1407年)ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公
1402年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｶﾅﾘｱ諸島への侵略を開始
1402年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾊﾌｽ朝がﾄﾘﾎﾟﾘを包囲し､これを服属
1402年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾝﾌﾞﾙｸが海賊同盟ｳﾞｨﾀﾘｴﾝ兄弟団をﾍﾙｺﾞﾗﾝﾄで破る
1402年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾙｺﾞﾗﾝﾄはｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公国の一部(1470年確定)
1402年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀﾞｵ｣(~1410年)
1402年2月1日-09:00|日本|  ||応永8年12月29日|<死去>周防･長門国守護｢大内弘茂｣兄の盛見が継ぐ(~永享3年6
  月28日(14310806)戦死)
1402年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･紹成2年|大虞･ﾎ･ﾊﾝ･ﾄｳｫﾝ(胡漢蒼)がﾁｬﾝﾊﾟに侵攻,都を占領
1402年2月3日-09:00|日本|  ||応永9年|<交替>伊勢南半国守護｢北畠顕泰｣隠居⇒｢北畠満雅｣(~正長元年12月21
  日(14290125)戦死)
1402年2月3日-09:00|日本|  ||応永9年|<交替>山城国守護｢結城満藤｣⇒｢畠山基国｣(~応永10(1403)年)
1402年2月3日-09:00|日本|  ||応永9年|<任命>石見国守護｢山名氏利｣(~応永13(1406)年死去)
1402年2月3日-09:00|日本|  ||応永9年|<任命>淡路国守護｢細川満久｣(~応永11(1404)年)
1402年2月3日-09:00|日本|沖縄県|応永9年1月|<即位>琉球南山国王｢汪応祖｣(~1413年死去)
1402年2月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世(ｳｨﾚﾑ1世)｣兼ﾕｰﾘﾋ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣
1402年2月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ4世(ﾚｲﾅｳﾄ4世)｣兼ﾕｰﾘﾋ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ6世｣(~14230625
  死去)
1402年2月19日-09:00|日本|  ||応永9年1月17日|京都の西の空に大きな彗星が現れた
1402年2月21日-09:00|日本|京都府京都市|応永9年1月19日|土御門新造内裏の諸門を建つ
1402年3月1日-09:00|日本|  ||応永9年1月27日|<死去>津守国量(65歳)神職､歌人
1402年3月4日-09:00|日本|  ||応永9年2月|今川了俊｢難太平記｣著す
1402年3月21日-09:00|日本|京都府京都市|応永9年2月18日|京都大火､春日川原辺の在家数軒､下京三条･四条の
  数百件焼失
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1402年3月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｱｿﾙ伯･9代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄ
  ﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1402年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣｢ﾆｺﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾗﾝﾄﾞﾘｰﾉ｣
1402年4月4日-09:00|日本|  ||応永9年3月2日|世阿弥[風姿花伝]完成
1402年5月19日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李居易｣(~12.11)
1402年6月14日-09:00|日本|  ||応永9年5月14日|<解任>信濃国守護｢斯波義将｣信濃を料国(将軍に直属する国で
  ､守護不設置)とした
1402年6月21日-09:00|日本|宮城県白石市|応永9年5月21日|陸奥伊達政宗叛す/満兼上杉氏憲をして之を討たし
  む
1402年6月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉ公国が､ﾌｨﾚﾝﾂｪとﾎﾞﾛｰﾆｬ軍を破る
1402年6月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾞﾛｰﾆｬが､ﾐﾗﾉ公国に降伏
1402年7月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶﾅﾘｱ諸島王｢ﾌｧﾝ4世･ﾄﾞ･ﾍﾞﾃﾝｸｰﾙ｣(~1418年)
1402年7月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｱﾝ･ﾄﾞ･ﾍﾞﾃﾝｸｰﾙはﾌｪﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島､ﾋｴﾛ島､ﾗﾝｻﾛｰﾃ島を征服し､ｶｽﾃｨｰﾘｬ王の
  家臣として自分自身を王と宣言
1402年7月1日-09:00|日本|佐賀県三養基郡みやき町|応永9年6月|肥後の菊池武興一族の赤星氏は東肥前に進出
  し､探題の拠る綾部城を攻め東肥前の大半を占拠
1402年7月13日-08:00|中国|  ||明･建文4年6月13日|<死去>明第2代皇帝｢恵宗建文帝(朱允ﾌﾞﾝ)｣燕王軍は南京を
  陥落させその際の混乱により行方不明
1402年7月17日-08:00|中国|  |||<即位>明第3代皇帝｢成祖(太宗)永楽帝(朱棣)｣(~永楽22年7月18日1424年8月12
  日)洪武帝の子.建文帝の叔父
1402年7月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ｱﾐｰﾙ｢ｽﾚｲﾏﾝ･ｾﾚﾋﾞ｣(~14110217死去)
1402年7月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ｽﾙﾀﾝ｢ﾒﾌﾒﾄ1世｣先代の子(~14210526)
1402年7月20日-02:00|ﾄﾙｺ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｵｽﾏﾝ･ﾄﾙｺのﾊﾞﾔｼﾞｯﾄ1世が､ｱﾝｶﾗの北西部ﾁﾌﾞｶﾊﾞｰﾄﾞでﾃｨﾑｰﾙの軍と戦
  闘を交えるが敗れ､退却
1402年8月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ専制君主｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾗｻﾞﾚｳﾞｨｯﾁ｣(~14270719)ﾗｻﾞﾚｳﾞｨｯﾁ王朝
1402年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾖｰｸ公･初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｸﾞﾘｰ｣
1402年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾖｰｸ公･ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｸﾞﾘｰ｣
1402年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ﾖｰｸ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾉﾘｯｼﾞ｣(~14151025死去)兼第2代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯(~
  1414年辞職)ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯
1402年8月8日-09:00|日本|静岡県掛川市|応永9年7月10日|九谷山平林寺､佐束山岩井寺(上内田)と改名
1402年9月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｽ･ｶﾞﾗｲ｣(~1433年12月没)
1402年9月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ公｢ｼﾞｬﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1402年9月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾐﾗﾉ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｰｱ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣ｼﾞｬﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫの息子(~14120516暗殺さ
  れた)
1402年9月15日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾙｲ･ﾄﾞﾙﾚｱﾝ｣(ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公ﾖｰﾌﾟｽﾄが転売~14071123死去)
1402年9月15日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<退位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ｣ﾙｲ･ﾄﾞﾙﾚｱﾝに転売(⇒14071123､復位)
1402年9月27日-08:00|中国/日本|  ||応永9年9月|足利義満が明の使節を北山第で接見し､明と国交を回復
1402年9月29日-09:00|日本|  ||応永9年9月3日|<死去>四辻善成(77歳)左大臣､歌人､古典学者
1402年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾒﾝｷﾞｰﾉ｣｢ﾘｺﾞｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1402年10月1日-09:00|日本/中国|  ||応永9年9月5日|明の使僧道彝･一如来朝/義満之を北山第に引見
1402年10月1日-09:00|日本|宮城県白石市|応永9年9月5日|伊達政宗降る
1402年11月5日-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧがﾓﾅｺを支配(~14190605)
1402年11月11日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢成石ﾘﾝ｣(~14030423)
1403年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世(ﾀﾀｰﾙ･ﾊﾝ)｣(~1404死去)
1403年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾝﾏｿ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣(~1405年)
1403年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾄﾞｩﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Musaoglu2世 Umur･ﾍﾞｲ｣(~1405年)
1403年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄでﾍﾟｽﾄが流行し､農村が荒廃し飢餓が蔓延する
1403年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国が一時崩壊し､ﾃｨﾑｰﾙがﾄﾙｺ系諸侯国を再建
1403年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ｸﾞｲﾀﾞﾝﾄｰﾆｵ･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~1443.2死去)
1403年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾗﾆｴﾘ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1405年)
1403年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾙｲｰｼﾞ｣ｱﾝｼﾞｭｰ公ﾙｲ3世(~1417年)
1403年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣(~14281122死去)
1403年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<譲位>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1403年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<統合>ﾏﾖﾙｶ王･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯⇒ｱﾗｺﾞﾝ王
1403年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾞﾚﾀﾞ男爵領はﾅｯｿｰﾃﾞｨﾚﾝﾌﾞﾙｸへ
1403年1月23日-09:00|日本|  ||応永10年|<任命>土佐国守護｢細川満元｣(~応永33(1426)年10月16日死去)
1403年1月23日-09:00|日本|東京都江東区|応永10年|<復興>天祖神社(亀戸)
1403年1月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大虞･紹成2年|大虞･開大と改元(~1407)
1403年1月23日-09:00|日本|  ||応永10年1月|今川了俊｢二言抄｣著す(冷泉為尹に送ったもので､歌詞とただ言と
  の区別を論じたもの.頓阿を批判しながら､文学様式の定式化を退け作歌自由主義を主張)
1403年1月23日-08:00|中国|  ||明･永楽1年1月|永楽帝が北平を北京と改称し､北の首都とし翰林院を設置
1403年1月23日-08:00|中国|  ||明･永楽1年1月1日|明･永楽と改元
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1403年2月-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Taj al-Din Shah-i Shahan Abu'l Fath｣
1403年2月-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Qutb al-Din Muhammad ibn Shams al-Din Shah '
  Ali｣(~14190211死去)
1403年2月4日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ対立王｢ﾗｰｽﾛｰ6世｣ｶﾙﾛｽ2世の息子(戴冠式8月5日~10月)
1403年2月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･永楽1年1月19日|ﾃｨﾑｰﾙ帝国を形成したﾃｨﾑｰﾙが中国へ進撃する直前に
  没する｡68歳(誕生:13360408)｡ﾁﾝｷﾞｽ汗の子孫の婿となってﾁﾝｷﾞｽ汗の子孫を名乗り､かつてのﾓﾝｺﾞﾙ帝国のうち
  西方の3汗国の領土を手中におさめた
1403年2月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ﾘﾝｶｰﾝ司教ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(1期目~14050302)
1403年3月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽1年2月13日|李氏朝鮮が書籍省を設置し金属活字を鋳造(世界最
  古)
1403年3月12日-09:00|日本/中国|  ||応永10年2月19日|明の使僧道彝･一如帰国/義満僧圭密等を之と共に使わ
  す
1403年4月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ｼﾞｭﾗｼﾞ2世ｽﾄﾗﾁﾐﾛｳﾞｨｯﾁ｣
1403年4月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ﾊﾞﾙｼｬ･ｼﾞｭﾗｼﾞｮｳﾞｨｯﾁ｣(~14210428死去)､摂政｢ｴﾚｰﾅ･ﾗ
  ｻﾞﾚｳﾞｨｯﾁ｣(~1405年)
1403年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｨｰﾀ･ﾃﾞｨ･ｺﾙﾍﾞﾛ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｫ｣
1403年4月22日-09:00|日本|  ||応永10年4月|<交替>安芸国守護｢渋川満頼｣⇒｢山名満氏｣(~応永13(1406)年6月
  解任)
1403年4月24日-09:00|日本|愛知県岡崎市|応永10年4月3日|僧道久､三河国富永社の社殿を建立
1403年4月25日-09:00|日本|愛知県豊川市|応永10年4月4日|祢宜坂上行長ら､三河国天王社の社殿を建立
1403年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾏﾙｶﾘ｣(~10月)
1403年5月21日-09:00|日本|静岡県湖西市|応永10年5月|元応､応賀寺(新居町)に仏像を寄進
1403年6月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗﾄ2世Siwy｣
1403年6月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ3世Stary｣(~14121228死去)
1403年6月22日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永10年6月3日|相国寺大塔落雷のため焼失
1403年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ北部のﾊﾟｰｼｰ家の第1次反乱が起こり､ﾍﾝﾘｰ4世がこれを鎮圧
1403年7月19日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱ王国(ﾅﾎﾟﾘ)がｻﾞﾗを統治(~14090709)
1403年7月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Edmund Stafford｣
1403年7月24日-09:00|日本|  ||応永10年7月5日|<死去>尊道入道親王(72歳)後伏見天皇の皇子
1403年8月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢趙浚｣(~14050713)
1403年8月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ対立王｢ﾗｰｽﾛｰ5世｣(~10月)
1403年8月18日-09:00|日本|愛知県知多郡南知多町|応永10年8月|檀那源則興(関口満興)､音羽町八王子神社を遷
  宮
1403年8月18日-09:00|日本|静岡県焼津市|応永10年8月|茂山祖宗､小杉御厨青竜山孤雲院(大井川町上小杉)開山
1403年9月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾙｲ3世｣ﾙｲ2世とﾖﾗﾝﾄﾞ･ﾀﾞﾗｺﾞﾝの長男(~14341112死去31歳)
1403年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｾﾞｰｹﾞﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣
1403年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾔﾉｽ･ﾀﾏｼ｣(~1409年12月)
1403年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙﾃｨﾉ･ﾃﾞｨ･ｹﾞﾛﾛ･ﾃﾞ=ﾋﾟｽﾄﾙｼﾞ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣
1403年10月16日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Francesco Gatto｣(1期目~1406年)
1403年11月8日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｽｸﾛｰﾌﾟ卿ｽﾃﾌｧﾝ･ﾙ･ｽｸﾛｰﾌﾟ｣(~14040202)
1404年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｿｳﾓﾝ2世｣(~1406年)
1404年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世(ﾀﾀｰﾙ･ﾊﾝ)｣
1404年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ｳﾞｨﾙｰﾊﾟｰｸｼｬ1世｣(~1405年)
1404年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<復位>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧｰﾙ･ｼｬｰ1世(ｻﾞﾌｧｰﾙ･ﾊﾝ)｣(2期目~1411死去)
1404年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ﾎﾞﾘｿｸﾞﾚﾌﾟｽｷｰ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1416年)
1404年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ﾁｪﾝﾄｩﾘｵｰﾈ2世ｱｻﾝ･ｻﾞｯｶﾘｱ｣(~1432年)
1404年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾊﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Hiziriah･ﾍﾞｲ｣(~1410年)
1404年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬはﾜﾗｷｱの一部(~1419年10月)
1404年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ7世年長公｣
1404年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾊﾟｳﾞｧｵ･ﾍﾞｯｾﾆｮ｣(~同年)⇒｢ﾊﾟｳﾞｧｵ･ﾍﾟｯﾁ｣(~1406年)
1404年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾊﾟｳﾞｧｵ･ﾍﾟｯﾁ｣(~1406年)
1404年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ｼｬﾙﾙ3世｣ﾅﾊﾞﾗ王ｶﾙﾛｽ3世(~14250908死去)
1404年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公(ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ家)ﾍﾝﾘｸ4世兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯ﾊｲﾝﾘﾋ4世(~1427年)
1404年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||西ｱﾌﾘｶでﾖﾙﾊﾞ人のｵﾖ王国が成立
1404年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾚｵﾝ王ｴﾝﾘｹ3世がﾃｨﾑｰﾙへ使者を派遣
1404年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ﾏｰ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~1435.7死去)
1404年2月11日-09:00|日本/中国|  ||応永11年|日明(勘合)貿易がはじまる
1404年2月11日-09:00|日本|京都府京都市北区|応永11年|印慶､大徳寺山門の釈迦三尊を造る
1404年2月11日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|応永11年|足利義持､京都長徳院の観音像を描く
1404年2月11日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|応永11年|大信正及､臨済宗天竜山洞雲寺(神ヶ谷町)を開創
1404年2月11日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|応永11年|臨済宗方広寺派の洞雲寺(浜松市神ヶ谷町)創建
1404年2月11日-09:00|日本|  ||応永11年1月|<任命>山城国守護｢高師英｣(~応永21(1414)年)
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1404年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Otto3世｣
1404年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard5世｣(~14200624死去),｢Otto4世｣(~1415050
  1死去)
1404年3月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~14050907)
1404年3月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||以降<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ1世｣
1404年3月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||以降<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ10世(9世)｣(~1426年)
1404年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｼﾞｪﾉｳﾞｧと和平
1404年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ﾍﾞｯﾄｰ･ﾃﾞｨ･ﾄｩﾗ｣
1404年4月10日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|応永11年3月|八幡社(佐久間町浦川)の阿弥陀堂が造立される
1404年4月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾝ･ﾏﾙｺの祭日にｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｧがﾍﾞﾈﾂｨｱに降伏
1404年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾘﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世
  剛勇公｣兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(13420115生享年62)
1404年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣(~14151025死去)
1404年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝ1世(無怖公､無畏公)｣(~14190910死去)
1404年4月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ｣(~14151025)
1404年4月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪﾙﾄﾚとﾍﾞｯﾙｰﾉがﾍﾞﾈﾂｨｱに降伏
1404年4月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ｱﾝﾄｰﾆｵ2世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣
1404年4月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯｢ｸﾞｲﾀﾞﾝﾄｰﾆｵ･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~1443.2)
1404年5月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾄｳﾞﾙﾄｺ2世｣(1回目~1409年5月)
1404年6月8日-09:00|日本/中国|  ||応永11年5月|明使､｢日本国王之印｣と刻した金印と､勘合をもって来航/義
  満､北山殿で引見
1404年7月27日-09:00|日本|  ||応永11年6月20日|<死去>筑前･豊前国守護｢少弐貞頼｣
1404年7月27日-09:00|日本|  ||応永11年6月20日|<任命>筑前国守護｢少弐満貞｣(~永享3(1428)年)
1404年7月27日-09:00|日本|  ||応永11年6月20日|<任命>豊前国守護｢少弐満貞｣(~応永12(1405)年)
1404年8月5日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｹﾞｱﾊｰ6世｣兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ6世｣
1404年8月5日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾍﾝﾘｸ3世｣(~14270528死去)
1404年8月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ3世｣(~1421.2死去),｢ｱﾄﾞﾙﾌ10世｣(~14261009
  死去)
1404年8月5日-09:00|日本|  ||応永11年6月29日|<任命>日向･大隅両国守護｢島津元久｣(~1411年､以降､久豊､忠
  国､立久､忠昌､忠治､忠隆､勝久､貴久と続く~1566年)
1404年9月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾆｺﾛ･ﾃﾞｽﾃ､ﾊﾟﾄﾞｳﾞｧ防衛のためｳﾞｪﾈﾂｨｱに宣戦
1404年9月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣26歳
1404年9月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公国摂政｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･"ﾃﾞｱ･ﾌﾛｲﾝﾄﾘｯﾋ"｣(~14060715)
1404年9月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ5世｣(~14391027死去42歳)ﾛｰﾏ王としてはｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2
  世
1404年10月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第203代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ9世｣[1355年生～](享年49)
1404年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾃﾆｬ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣
1404年10月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第204代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ7世｣(~14061106死去)
1404年11月3日-09:00|日本|  ||応永11年10月|<任命>肥後国守護｢阿蘇惟村｣(~応永13(1406)年)
1404年11月8日-09:00|日本|  ||応永11年10月6日|<死去>伊勢北半国･志摩国守護｢土岐康行｣世保康政が継ぐ(~
  応永25(1418)年死去)
1404年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･10代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~
  14060404ｼﾞｪｰﾑｽ1世として即位~14370221死去)
1404年12月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣兼ｴﾉｰ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ1
  世｣
1404年12月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣兼ｴﾉｰ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ4世
  ｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の長男(~14170531死去)
1405年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ﾌﾞｯｶ2世｣(~1406年)
1405年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<再位>黒羊朝第3代国王｢ｶﾗ･ﾕｰｽﾌ｣(~14201117死去)
1405年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾝﾎﾞ｣(~同年)
1405年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾄﾞｩﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Izmiroglu Cuneyd･ﾍﾞｲ｣(~1426年)
1405年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝第3代ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙｱｽﾞｨｰｽﾞ｣(~同年死去)→<復位>第4
  代ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾌｧﾗｼﾞｭ｣(~14110523暗殺される)
1405年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<建国>ｱｲﾙ国(ｱｶﾞﾃﾞｽを中心に)
1405年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎﾞｯﾗｰﾆ｣(~1407年)
1405年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢Boleslaw2世｣(~14310506死去)
1405年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯｢ﾆｯｺﾛ3世｣⇒ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯(~14411206死去)
1405年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾙﾀﾞﾉ･ｺﾛﾅ｣(~1438年)
1405年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<私権剥奪>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣
1405年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Michael Blundell｣(~1417年)
1405年1月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾆｺﾛ･ﾃﾞｽﾃに対抗してｱｯﾂｫｰﾈ･ﾃﾞｽﾃと同盟
1405年1月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Sigismund1世｣
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1405年1月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢George1世｣(~14740921死去)､｢Waldemar4世｣(~14170722
  死去)､｢Sigismund2世｣(~14520522死去)､｢Albert5世｣(~1469年死去)共同統治
1405年1月22日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第11代ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｲｰﾝ｣(~14140309)
1405年1月31日-09:00|日本|  ||応永12年|<交替>豊前国守護｢少弐満貞｣⇒｢大内盛見｣(~永享3年6月28日(143108
  06)死去)
1405年1月31日-09:00|日本|沖縄県|明･永楽3年|<失国>琉球中山国王｢武寧｣
1405年1月31日-09:00|日本|群馬県沼田市|応永12年|沼田氏8代景朝､町田に小沢城を築き､荘田城より移る
1405年2月18日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾃｨﾑｰﾙ｣ｵﾄﾗﾙで病没/ﾊﾘｰﾙ･ｽﾙﾀﾝがｻﾏﾙｶﾝﾄﾞでﾃｨﾑｰﾙの
  後継者を名乗り内紛が勃発
1405年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ﾖｰｸ首席司祭(⇒14060514ﾖｰｸ司教)ﾄｰﾏｽ･ﾗﾝｸﾞﾚｲ｣(1
  期目~14070130)
1405年3月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｱﾝ｣ﾏﾘｱの弟.後のｶｽﾃｨｰﾘｬ王ﾌｱﾝ2
  世(~14061225~14540720死去)
1405年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ3世｣兼ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世｣兼ﾇｳﾞ
  ｪｰﾙ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ｣
1405年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世とﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の息子
  (~14190910死去)
1405年3月18日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾊﾘｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｣(~1409.3ﾎﾀﾞｰｲﾀﾞｰﾄﾞの捕虜とされる)
1405年3月18日-09:00|日本|愛知県名古屋市|応永12年2月18日|三河国柴戸宮の社殿が建立される
1405年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢ｼﾞｬﾝ1世無怖公｣(~14190910死去)
1405年3月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌｪｯﾗｰﾗ公ﾆｺﾛ･ﾃﾞｽﾃと和平
1405年3月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪｯﾗｰﾗ公ｳﾞｪﾈﾂｨｱ人にﾛｳﾞｨｰｺﾞを返却
1405年3月31日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾝﾄｰﾆｵ･ｱｯﾁｬｲｳｵｰﾘをｱﾃﾈ公と認め､彼を保護下に受け入れる
1405年3月31日-09:00|日本|佐賀県三養基郡みやき町|応永12年3月|赤星遠江守渋川満頼を肥前国綾部城に攻め
  て陥れる/満頼､筑前国に敗走
1405年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｸﾞｲﾃﾞｨｰﾉ(在職中死去､｢ﾐｹｰﾚ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳ
  ﾞｧﾝﾆ｣に交代)｣｢ﾍﾞｯﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ｣
1405年4月25日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団対立ﾏｽﾀｰ｢ﾆｺﾗ･ｵﾙｼｰﾆ･ﾃﾞｨ･ｶﾝﾎﾟﾃﾞｨﾌｨｵｰﾚ｣(~1409年)
1405年4月30日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|応永12年4月2日|<建立>景重､栃木一向寺の阿弥陀像
1405年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾟｰｼｰ家の第2次反乱が起こる
1405年5月11日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Jean de Lisle卿｣(~同年)
1405年5月11日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Jean Peraunt｣+｢Thomas Pykwo
  rth｣(~同年)
1405年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ伯･ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣
1405年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣(⇒1425年ﾉｰﾌｫｰｸ公~14321019死去)
1405年6月8日-09:00|日本|東京都八王子市|応永12年5月12日|大石大炊助武蔵国馬室郷に妙薬寺を建立
1405年6月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1405年6月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱにｳﾞｪﾛｰﾅ屈服
1405年7月28日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢成石ﾘﾝ｣(~14070806)
1405年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ無畏公､｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣として｢臣下の礼｣を捧げるという口実で､数
  千の軍勢でﾊﾟﾘに進軍
1405年8月5日-08:00|中国|  ||明･永楽3年7月11日|鄭和第1次遠征出帆/占城(ﾁｬﾝﾊﾟ)-爪哇(ｼﾞｬﾜ)-旧港(ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ
  )-満刺加(ﾏﾗｯｶ)･阿魯(ｱﾙｰ)･蘇門答刺(ｽﾏﾄﾗ)-錫蘭山(ｾｲﾛﾝ)･小葛蘭国(ｷｰﾛﾝ)-古里(ｶﾘｶｯﾄ)
1405年8月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾔﾝ3世｣
1405年8月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾌﾟｼｪﾐｽﾜﾌ｣(~14060101死去)
1405年8月19日-09:00|日本|  ||応永12年7月25日|<任命>室町幕府管領｢斯波義重｣(~応永16(1409)年2月9日)
1405年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱのｶﾙﾛ･ｾﾞﾝ､ｶｯﾗｰﾗ家と新しい条約を結ぶ
1405年9月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~14130925)
1405年9月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾏｲﾝﾂ大司教､選帝侯が､皇帝ﾙﾌﾟﾚﾋﾄに対抗して同盟を結ぶ
1405年9月20日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙｱｽﾞｨｰｽﾞ｣(~14
  05.11)
1405年9月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ6世｣
1405年9月24日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾌﾟﾛｺﾌﾟ｣
1405年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｷﾞﾉ｣｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾏﾄﾞﾛｰﾆ｣
1405年10月4日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢ｼﾞｮﾝ1世･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾘｰ卿｣(~14140106死去)
1405年10月5日-09:00|日本|  ||応永12年9月12日|<死去>関東管領｢上杉朝宗(犬懸)｣
1405年10月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ無畏公(故ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世豪胆公の長男)とﾙｲ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ･ｵﾙﾚｱﾝ公
  (故ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世の子､ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世の弟)､王妃ｲｻﾞﾎﾞｰ･ﾄﾞ･ﾊﾞｳﾞｨｴｰﾙと｢ﾍﾞﾘｰ公｣ｼﾞｬﾝ(故ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世善良
  王の子)の仲介で一旦和解
1405年10月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽3年10月|李氏朝鮮が漢城に再遷都
1405年10月30日-09:00|日本|  ||応永12年10月8日|<任命>関東管領｢上杉憲定(山内)｣(~応永18(1411)年1月16日
  死去)
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1405年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾌｧﾗｼﾞｭ｣(2期目~14120523
  死去)
1405年11月17日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<設立>ｽｰﾙｰ王国(ﾊﾞｼﾗﾝ､ﾊﾟﾗﾜﾝ､ﾀｳｲﾀｳｲの島々とｻﾊﾞ[北ﾎﾞﾙﾈｵ]の一部)
1405年11月17日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Sharif ul-Hashim｣
1405年11月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟﾄﾞｳﾞｧに対するｳﾞｪﾈﾂｨｱの最後の攻撃の結果占領
1405年11月23日 00:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ﾈｲｼｬﾌﾞﾙで地震(M7.2)死者3万人
1405年12月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶﾅﾘｱ諸島副王｢Maciot de Bethencourt｣(~1418年)
1405年12月10日-09:00|日本|  ||応永12年11月19日|<交替>遠江国守護｢今川泰範｣⇒｢斯波義教(義重)｣(~応永14
  (1407)年)
1405年12月15日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾅﾘｱ諸島をｶｽﾃｨｰﾘｬの保護領宣言
1405年12月22日-09:00|日本|  ||応永12年12月|今川了俊｢西行上人談抄｣著す/今川了俊､招月庵正徹に､｢西行上
  人談抄｣等6部の歌書(｢詠歌大概｣｢和歌十躰｣｢秘々抄｣｢草子書様｣｢文字仕｣)を与える
1405年12月22日-09:00|日本|長野県長野市|応永12年12月|埴科郡松代町明真寺の釈迦如来像､成る
1406年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第6代ｽﾙﾀﾝ｢ﾗﾄｯ･ﾅﾗｼﾞﾔｰ･ｸﾞﾛｰﾘｰ｣(~1428年)
1406年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ﾌﾟｰｹｰﾝ｣(~1416年)
1406年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾗｰﾔ1世｣(~1422年)
1406年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｰﾙﾜｰ･ｽﾙﾀｰﾝ朝(ｺﾞｰﾙ朝)ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾌｰｼｬﾝｸﾞ･ｼｬｰ｣(~1435年)
1406年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ﾋｽﾞﾙ･ﾎｰｼﾞｬの子(~1416年)
1406年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾆ王朝ｲﾏﾑ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾌｧﾗｰ｣建国(~1435年)
1406年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱｯ=ｻｰﾘﾌ･ｼﾊｰﾌﾞ｣(~1409年国家滅亡)
1406年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｲｰﾝ｣(~14140309)
1406年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾁｪﾘｽｷ｣(~1408年)
1406年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Francesco Giovanni di Santa Colomba｣(~1413年)
1406年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾍﾙﾏﾝ2世ﾁｪﾘｽｷ｣(1度目~1407年)
1406年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~1440年)
1406年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｧﾛｱ公｢ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ｣(~14650105死去)
1406年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ｣(~14151025)
1406年1月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾌﾟｼｪﾐｽﾜﾌ｣
1406年1月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣(~14340407死去)
1406年1月5日-09:00|日本|  ||応永12年12月15日|<死去>備中国守護｢細川満之｣頼重が継ぐ(~永享2(1430)年)
1406年1月7日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永12年12月17日|<焼失>鎌倉永福寺/永福寺は､頼朝が奥州合戦で
  戦死した藤原氏､そして源義経らの菩提を弔うため1192年に建立
1406年1月20日-09:00|日本|沖縄県|応永13年|<即位>琉球中山国王｢尚思紹｣尚巴志が中山王国を乗っ取り父を王
  位につける(~1421年死去)
1406年1月20日-09:00|日本|静岡県湖西市|応永13年|延兼山妙立寺(吉見)開山/日什尊像･四天王像が佐原･内藤
  両家願主に造立
1406年1月20日-09:00|日本|広島県三原市|応永13年|尼松岩,仏通寺含暉院を興造
1406年1月20日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  ||明･永楽4年|鄭和艦隊の分遣隊が紛争に巻き込まれ､170人がﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ
  王国:｢西王｣軍に殺される/西王はあわてて明に謝罪使節を送る
1406年2月3日-09:00|日本|滋賀県高島市|応永13年1月15日|日吉二宮十禅師などの社焼失
1406年2月5日-09:00|日本|  ||応永13年1月17日|<死去>越中･能登･河内･紀伊国守護｢畠山基国｣55歳
1406年2月5日-09:00|日本|  ||応永13年1月17日|<任命>越中国守護｢畠山満則｣(~応永15(1408)年5月)
1406年2月5日-09:00|日本|  ||応永13年1月17日|<任命>河内国守護｢畠山満慶｣(~応永15(1408)年5月)
1406年2月5日-09:00|日本|  ||応永13年1月17日|<任命>紀伊国守護｢畠山満慶｣(~応永15(1408)年5月)
1406年2月5日-09:00|日本|  ||応永13年1月17日|<任命>能登国守護｢畠山満則｣(~永享4年6月27日(14320724)死
  去)
1406年4月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ無畏公､ﾌﾗﾝｽ北部のﾋﾟｶﾙﾃﾞｨと西ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ戦線における国王総代と
  して出陣し､ｶﾚｰを包囲
1406年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞ=ﾋﾟｽﾄﾙｼﾞｭ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･
  ﾆｰﾉ･ﾃﾞ=ｹﾞﾗﾙﾃﾞｨ｣
1406年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾛﾊﾞｰﾄ3世｣病を発し他界/69歳
1406年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世｣ﾛﾊﾞｰﾄ3世とｱﾅﾍﾞﾗ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞの息子(~14370221死
  去42歳)
1406年4月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽4年3月27日|李氏朝鮮で仏教寺院を統廃合
1406年5月18日-09:00|日本|  ||応永13年5月|<交替>肥後国守護｢阿蘇惟村｣⇒｢阿蘇惟郷｣(~応永14(1407)年)
1406年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾋﾞｻﾞﾝﾂ皇帝ｴﾒﾇｴｰﾚ･ﾊﾟﾚｵﾛｶﾞｽと五ヶ年の和平
1406年6月16日-09:00|日本|  ||応永13年6月|<交替>安芸国守護｢山名満氏｣解任⇒｢山名熙重｣(~応永18(1411)年
  )
1406年6月22日-09:00|日本|  ||応永13年6月7日|<死去>若狭･三河･尾張国二郡守護｢一色詮範｣子の一色滿範が
  嗣ぐ(~応永16年1月6日(14090122)死去)
1406年6月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがｼﾞｪﾉｳﾞｧと協定
1406年7月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽4年6月27日|李氏朝鮮で郷校制度定まる
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1406年7月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ公･内ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ﾁﾛﾙ伯｢ｳﾞｨﾙ
  ﾍﾙﾑ洗練公｣36歳
1406年7月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公国摂政｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ4世肥満公｣(~14110603､
  死去)
1406年7月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>上ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世の息子(~1
  4390624死去57歳)
1406年7月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ公･内ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ｴﾙﾝｽﾄ鉄公｣ﾚｵﾎﾟﾙ
  ﾄ3世の息子(~14240610死去47歳)
1406年7月20日-09:00|日本|愛知県岡崎市|応永13年閏6月5日|<死去>三河国天恩寺･甘泉寺などの開山弥天永釈
1406年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~14240817ｳﾞｪﾙﾇｲﾕの戦いで戦死)
1406年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｰﾉ｣
1406年10月6日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|応永13年8月24日|大風により､大屋修理亮政矩の堂崎居館(三ヶ
  日町宇志)殿舎流失
1406年10月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾚﾝﾂｪが､ﾋﾟｻを併合
1406年10月12日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･永楽4年;大虞･開大4年9月|明･永楽帝が大虞に兵を送る(ﾎ･ｸｲ･ﾘを廃
  し､ﾁｬﾝ氏の復活を要求)/ﾎ軍は敗退し明軍は首都に入る
1406年10月23日-09:00|日本|京都府京都市東山区|応永13年9月12日|清水寺炎上
1406年11月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公･内ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ洗練公｣36歳
1406年11月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ｣(~14151025死去)
1406年11月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第204代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ7世｣
1406年11月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾗｳﾞｪﾝﾅ君主ﾋﾟｯﾂｫ･ﾀﾞ･ﾎﾞﾚﾝﾀ､ｳﾞｪﾈﾂｨｱの保護下に受け入れられる
1406年11月29日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>北ｱﾗｶﾝ国王｢ｱﾉｰﾗﾀ｣(~1408年3月)
1406年11月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第205代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ12世｣(~14150704退任)
1406年12月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲﾏﾑｻﾞｰﾄﾞ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1413年)
1406年12月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Maria de Luna｣
1406年12月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Martin｣(~14100531死去)
1406年12月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ3世｣兼ﾄﾗｽﾀﾏﾗ公(誕生1379年)
1406年12月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｱﾝ2世｣(~14540720死去)
1407年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Shadi Beg｣
1407年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Pulad Khan｣(~1410年死
  去)
1407年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾎﾞﾗﾄ｣ﾃﾑﾙ･ｸﾄﾙｸの子(~1410年)
1407年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ1世｣(~1411年)
1407年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢Chekre Khan｣(~1413年)
1407年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1408年)
1407年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1409年)
1407年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾙﾀﾞ｣(~1411年)
1407年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾓﾚｱｽ専制公｢ｾｵﾄﾞﾛｽ2世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(1428年以降共同統治~1443年)
1407年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｱﾘﾓﾝﾄﾞ｣(~1408年)
1407年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣(~14151025死去)ﾇｳﾞｪｰﾙ伯
1407年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼﾞﾌﾟｼｰがﾄﾞｲﾂのﾋﾙﾃﾞｽﾊｲﾑに姿をあらわす
1407年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1407年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~1438年死去)
1407年1月13日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ陸軍元帥(首相)｢ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ･ﾁｭﾌﾟﾙﾅ｣(~14110420没)
1407年1月22日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･永楽4年;大虞･開大4年12月14日|明軍は多邦で胡朝軍を破ったあと､
  東都(昇龍)を占拠/胡朝軍は西都(ﾀｲﾝﾎｱ省ｳﾞｨﾝﾛｸ)へ退却
1407年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大主教ﾄｰﾏｽ･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ｣(4期目~14091221)
1407年2月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ無畏公､ｶﾚｰから撤退
1407年2月8日-09:00|日本|  ||応永14年|<交替>遠江国守護｢斯波義教(義重)｣⇒｢今川泰範｣(~応永16年9月26日(
  14091103)死去)
1407年2月8日-09:00|日本|  ||応永14年|<再任>淡路国守護｢細川満俊｣(~文安3(1446)年)
1407年2月8日-09:00|日本|  ||応永14年|<任命>相模国守護｢三浦高明｣(~応永23(1416)年解任)
1407年2月8日-09:00|日本|  ||応永14年|<任命>肥後国守護｢菊池兼朝｣(~永享3(1431)年6月)
1407年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1407年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世の長男(後にｻﾞｸｾﾝ選帝侯~14280104
  死去),｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世の次男､ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世の弟､ｹﾞｵﾙｸの兄(~14250330死去)
1407年2月12日-09:00|日本|  ||応永14年1月5日|申刻京師他諸国で大地震.数日続く/山崩れ､宮殿､寺社､民屋倒
  壊多し/久御山･称名寺御堂･仏像が破壊
1407年3月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣
1407年3月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ｼﾞｬﾝﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(~14330922,君主制
  国家に転換しﾏﾝﾄｳﾞｧ侯爵となる~14440925)
1407年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｱﾚｯｻﾝ
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  ﾄﾞﾛ｣
1407年4月1日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応永14年2月23日|聖護院坊･栂尾坊焼失
1407年6月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｵｰｽﾄﾘｱ公と五ヶ年の同盟
1407年6月9日-09:00|日本|  ||応永14年5月4日|<死去>薩摩国守護｢島津伊久｣元久が継ぐ(~応永18(1411)年8月6
  日死去)
1407年6月17日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||明･永楽5年;大越･興慶1年5月12日|明､胡親子を捕殺し､大虞滅亡/後陳朝
  ･1代･簡定帝(陳朝芸宗の次子)即位(~1409)興慶と改元(~1409)
1407年7月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌﾞﾚｼｱ君主ﾊﾟﾝﾄﾞﾙﾌｫ･ﾏﾗﾃｽﾀと五ヶ年の同盟､さらにﾆｺﾛ･ﾃﾞｽﾃとﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｺ
  ﾞﾝｻﾞｧｰｶﾞにも広げる
1407年7月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李和｣(~14080130)
1407年7月9日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰのﾗﾃﾞｨｽﾗｵ､ｻﾞｰﾗ､ﾊﾟｰｺﾞ､ﾉｳﾞｪｸﾞﾗｰﾃﾞｨ及びﾀﾞﾙﾏﾂｨｱ全土の主権をﾍﾞ
  ﾈﾂｨｱに譲渡
1407年8月29日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽5年7月27日|李氏朝鮮が日本商人との交易を定める
1407年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ﾐｹﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾙｯ
  ﾁｮ｣
1407年10月1日-08:00|中国|  ||明･永楽5年9月|鄭和第1次遠征隊帰還
1407年10月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世の弟ﾙｲ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ･ｵﾙﾚｱﾝ公と､故ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世豪胆公の長男｢ﾌﾞﾙｺﾞ
  ｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ無畏公の対立が､一旦和解
1407年10月22日-09:00|日本|  ||応永14年9月21日|<死去>常陸国守護｢(常陸佐竹氏第11代当主)佐竹義盛｣鎌倉
  名越邸にて.43才
1407年10月25日-09:00|日本|京都府京都市|応永14年9月24日|幕府京に地口銭(土地の間口の大きさに応じて賦
  課された臨時課税)を課す
1407年10月31日-08:00|中国|  ||明･永楽5年冬|鄭和第2次遠征､古里(ｶﾘｶｯﾄ)を目的地として出立/暹羅(ｼｬﾑ)に
  訪問
1407年10月31日-09:00|日本|茨城県常陸大宮市|応永14年10月|<山入一揆(常陸国)>佐竹氏惣領の佐竹義盛が嗣
  子なく没したのち関東管領･上杉憲定の二男である龍保丸(のちの佐竹義憲)を養子に迎えて佐竹惣領の家督を
  相続させることが決まると山入城の山入与義､長倉城の長倉義景らがこれに反発､長倉城に立て籠もり抗戦
1407年11月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興慶1年10月2日|<即位>後陳朝(大越)初代皇帝｢簡定帝｣(~14090402)
1407年11月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ｵﾙﾚｱﾝ公･ﾄｩｰﾚｰﾇ公･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾙｲ･ﾄﾞﾙﾚｱﾝ｣､ﾊﾟﾘの｢旧ﾀﾝﾌﾟﾙ
  通り｣(3,4区)で｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣(ｼｬﾙﾙ6世の叔父｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ﾌｨﾘｯﾌﾟや､その子ｼﾞｬﾝ無畏公が中心)に暗殺される/
  ｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派｣と｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣との内戦が始まる
1407年11月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ｼｬﾙﾙ1世｣(~14650105死去70歳)
1407年11月23日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<復位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ｣ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯(2回目⇒1
  4101001､兼神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王)
1407年11月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永14年11月|鎌倉円覚寺焼失
1407年11月30日-08:00|中国|  ||明･永楽5年11月|明で永楽大典が完成
1407年12月30日-09:00|日本|  ||応永14年12月|<任命>和泉国守護｢奥御賀丸｣(~応永15(1408)年8月)
1408年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞｯﾄﾞ･ﾊｯｻﾝ｣
1408年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｵﾙｸ･ﾃﾑﾙ･ﾊｰﾝ｣殺害される
1408年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｵﾙｼﾞｪｲ･ﾃﾑﾙ･ﾊｰﾝ｣(~1412年没)
1408年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1425年死去)
1408年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞのｼﾞｬｳﾝﾌﾟﾙに､ｱﾀｰﾗ･ﾏｽｼﾞｯﾄﾞが完成
1408年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ﾄﾞﾐﾄﾘｳﾞｨﾁ｣(~1425年)
1408年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ(~1409年以降)
1408年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1409年)
1408年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Kayumarth1世｣(~1453年)
1408年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｪﾛ｣(~1410年)
1408年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｶﾙﾛ･ｸﾙﾔｺﾋﾞｯﾁ｣(~1409年)
1408年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｸ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ7世｣(~1437年)
1408年1月12日-09:00|日本|  ||応永14年12月14日|｢応永地震｣M7-8｡紀伊･伊勢/京都で地震､久御山町の宝蓮寺
  の諸堂破壊
1408年1月28日-08:00|中国|  ||明･永楽6年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｬﾑｲ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣
1408年1月28日-08:00|中国|  ||明･永楽6年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1415年死去)
1408年1月29日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|応永15年|三河国安楽寺建立
1408年1月29日-09:00|日本|京都府京都市東山区|応永15年|吉山明兆､大涅槃図(東福寺)を描く
1408年2月9日-09:00|日本|福井県福井市|応永15年1月12日|<死去>普済善救(足羽郡禅林寺開山)
1408年2月15日-09:00|日本|栃木県那須郡那須町|応永15年1月18日|<那須岳応永の噴火>那須連山の主峰･茶臼岳
  が大規模な水蒸気爆発を起こし､黄色化した火山灰を大量に含んだ火砕物が､同岳北側の峰の茶屋から明礬沢
  上流部にかけて降下､それが余笹川から那珂川に流れ込み数年の間沈澱した/次いで小規模な水蒸気爆発をく
  り返しながら山頂に向かって堆積物を増す
1408年2月27日-09:00|日本|長野県上高井郡小布施町|応永15年2月|上高井郡小布施町淨光寺の薬師堂､成る
1408年2月28日-09:00|日本|  ||応永15年2月2日|<死去>加賀国守護｢斯波義種｣57才､満種が嗣ぐ(~応永21(1414)
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  年6月)
1408年3月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>北ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝ･ｶｲ(またはﾐﾝ･ｿｰ･ﾓﾝ)｣(~1411年初頭)
1408年3月8日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢河崙｣(~14090918)
1408年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵのﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ｣｢ﾍﾞﾗﾙﾄﾞのﾐｹﾘｰﾉ｣
1408年4月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾘ王ﾗﾃﾞｨｽﾗｽが､ﾛｰﾏを占領
1408年5月12日-09:00|日本|茨城県常陸大宮市|応永15年4月17日|<山入一揆(常陸国)>関東公方･足利満兼の命に
  より岩松持国が長倉城を攻め､長倉城開城降伏し山入与義は本拠の山入城に蟄居
1408年5月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ7世｣
1408年5月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ3世｣(~14171109死去)
1408年5月15日-09:00|日本|  ||応永15年4月20日|<就任>関白｢近衛忠嗣｣(~応永16年2月21日)
1408年5月26日-09:00|日本|  ||応永15年5月|<交替>越中･河内･紀伊国守護｢畠山満慶｣⇒兄の｢畠山満家｣(~永享
  5年9月19日(14331031)死去)
1408年5月26日-09:00|日本|  ||応永15年5月|今川了俊｢師説自見集｣著す(定家の和歌10体説を､例歌をあげて説
  明し､冷泉為世･為兼･為相の立場と様式のちがいを述べる)
1408年5月31日-09:00|日本|  ||応永15年5月6日|<死去>大御所｢足利義満｣51歳(誕生1358年)前将軍
1408年6月-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Peter2世｣
1408年6月-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢James2世｣(~14131031)
1408年6月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽6年5月24日|<死去>李氏朝鮮初代｢李成桂｣72歳(誕生1335.10)/
  太祖
1408年6月24日-09:00|日本|  ||応永15年6月|<任命>常陸国守護｢佐竹義憲｣(⇒応永23(1416)年､義人に改名⇒応
  永25(1418)年半国守護)
1408年6月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ7世｣
1408年6月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｸ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~14370714死去)
1408年7月24日-09:00|日本|和歌山県田辺市|応永15年7月2日|熊野社本宮炎上
1408年9月2日-09:00|日本|京都府京都市|応永15年8月12日|京都暴風雨､寺社多数倒壊
1408年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第4代ｹﾝﾄ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣
1408年9月19日-09:00|日本|  ||応永15年8月29日|<任命>和泉下半国守護｢細川基之｣(~文安5年10月12日(144811
  08)死去)
1408年9月19日-09:00|日本|  ||応永15年8月29日|<任命>和泉上半国守護｢細川頼長｣岸和田城主となる(~応永18
  年5月25日(14110616)死去)
1408年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｼﾞｬﾝ無怖侯がｵﾃｰの戦いでﾘｴｰｼﾞｪ市民軍を破る
1408年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾒﾝｷﾞｰﾉ･ﾃﾞ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ﾄｾｯﾄのﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ｣
1408年11月13日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｺﾞｯﾄﾗﾝﾄﾞはﾃﾞﾝﾏｰｸ統治下(~16450823)
1408年11月20日-09:00|日本|  ||応永15年11月3日|足利幕府が諸国に関所の制度を定める
1409年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第7代国王｢(ｲﾝﾀﾗﾗｰﾁｬｰ1世)ﾅｶﾘﾝﾀﾗｰﾃｨﾗｰﾄ｣(~1424年死去)
1409年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｶﾞﾝﾎﾟﾗ王国国王｢Parakrama Bahu Epa｣(~1412年)
1409年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Nasiruddine Veeru Abaarana｣(~1411年)
1409年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ｳｽﾚﾁﾝｽｷｰ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚｴｳﾞｨ｣(~不詳)
1409年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ2世ｵﾚｺﾞｳﾞｨﾁ｣(~1427年死去)
1409年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾄﾚｳﾞｨｻｰﾆ｣(~1411年)
1409年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾙﾃﾞｨﾝのｱﾙﾄｩｸ朝がｶﾗ･ｺﾕﾝﾙ朝に滅ぼされる
1409年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ支配(~1797年)
1409年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Richard of Conisburgh｣(~1412年)
1409年1月12日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾙﾊﾟｰﾄ1世｣
1409年1月12日-09:00|日本|愛知県豊田市|応永15年12月26日|三河寺部城主小笠原安芸守長正､三河守護一色氏
  に反し一族従士(小笠原直正)と共に討死
1409年1月16日-08:00|中国|  ||明･永楽7年|明の成祖永楽帝が黒龍江省一帯を制圧しﾁﾙに奴兒干都司を設置
1409年1月16日-08:00|中国|  ||明･永楽7年|ﾁﾍﾞｯﾄのｶﾞﾝﾃﾞﾝ大僧院が建立され､ﾂｫﾝｶﾊﾟが黄帽派を創始
1409年1月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾙﾈ1世｣ﾙｲ2世とﾖﾗﾝﾄﾞ･ﾀﾞﾗｺﾞﾝの次男(~14800710死去71歳)
1409年1月17日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応永16年|京都玉鳳院四脚門できる
1409年1月17日-09:00|日本|  ||応永16年1月|<交替>伊予国守護｢河野通之｣隠居⇒｢河野通久｣(~永享7年6月29日
  (14350724)戦死)
1409年1月22日-09:00|日本|  ||応永16年1月6日|<死去>若狭･三河･丹後国･尾張国海東郡知多郡分郡守護｢一色
  満範｣子の義貫が継ぐ(~永享12年5月15日(14400614)死去)
1409年2月15日-09:00|日本|静岡県富士宮市|応永16年2月|妙蓮寺六世日清が本妙坊建立
1409年3月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾊﾘｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｣ﾎﾀﾞｰｲﾀﾞｰﾄﾞの捕虜とされる(~14111104
  死去)
1409年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの南西約80の｢ｼｬﾙﾄﾙ大聖堂｣で､｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派｣と｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣の和解が宣言さ
  れる
1409年3月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公摂政｢ｴﾙﾝｽﾄ2世｣(~14111030)
1409年3月15日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|応永16年2月29日|藤原直秀､六所御宝殿(引佐町渋川)建立
1409年3月20日-09:00|日本|  ||応永16年3月4日|<就任>関白｢二条満基｣(~応永17年12月27日)
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1409年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝｼｽのﾖﾊﾈ｣｢ｼﾞｬｺﾐｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ｣
1409年4月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･重光1年3月17日|<即位>後陳朝(大越)第2代皇帝｢重光帝(陳季拡)｣(~1413
  年明軍の捕虜になる)重光と改元(~1413年)/明軍は簡定帝を捕虜として南京へ護送し14140330殺す
1409年4月4日-09:00|日本|京都府京都市|応永16年3月19日|京都の金蓮寺､清浄華院が炎上
1409年4月15日-08:00|中国|  ||明･永楽7年夏|鄭和第2次遠征帰還
1409年5月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ｵｽﾄﾔ｣(2回目~1418年9月)
1409年5月13日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｼｬｰ･ﾙﾌ｣(~14470312死去)
1409年6月13日-08:00|中国|  ||明･永楽7年5月|明がｵｲﾗｰﾄの諸首領を王に封じる
1409年6月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾋﾟｻ対立教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ5世(ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌｨﾗﾙｷﾞ)｣(~14100503)
1409年7月9日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰの名目上の王､ｼﾁﾘｱのﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ｢ﾅﾎﾟﾘ｣が､ｻﾞﾗとﾀﾞﾙﾏﾁｱに対する｢権
  利｣をｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国に売却(1420年までにｳﾞｪﾈﾂｨｱはﾀﾞﾙﾏﾁｱ全土を支配)
1409年7月19日-09:00|日本|  ||応永16年6月7日|<交替>室町幕府管領｢斯波義重｣⇒｢斯波義将｣(3度目~同年8月1
  0日)
1409年7月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾙﾃｨｰﾉ1世｣
1409年7月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾙﾃｨｰﾉ2世｣ﾏﾙﾃｨｰﾉ1世の父(~14100531死去)
1409年8月10日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永16年6月29日|鎌倉府第が焼失
1409年8月11日-09:00|日本|  ||応永16年7月|今川了俊､彦五郎あてに｢了俊一子伝｣著す(自分の幼少時からの体
  験をおりこみながら､和歌を学ぼうとゆる人への指導書的内容)
1409年8月11日-09:00|日本|長野県上高井郡小布施町|応永16年7月|僧成園､亡母の三十三年忌に当り､上高井郡
  小布施町淨光寺に薬師如来像を寄進
1409年9月1日-09:00|日本|  ||応永16年7月22日|<交替>武蔵国守護｢上杉朝宗｣隠居⇒｢上杉憲定｣(~応永18(1411
  )年2月9日)
1409年9月1日-09:00|日本|  ||応永16年7月22日|<死去>鎌倉管領｢足利満兼｣32歳
1409年9月1日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永16年7月22日|<死去>新田貞方(55歳)･貞邦(不明)親子は捕縛さ
  れ､七里ヶ浜で斬罪
1409年9月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧが､ﾌﾗﾝｽの駐屯兵を追放
1409年9月10日-09:00|日本|  ||応永16年8月|今川了俊､篠原宛｢歌学書｣著す
1409年9月18日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李舒｣(~11.17)
1409年9月19日-09:00|日本|  ||応永16年8月10日|<交替>室町幕府管領｢斯波義将｣⇒｢斯波義淳｣(~応永17(1410)
  年6月9日解任)/代行を義重(義淳の父)が行う体制にする
1409年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆのﾘｺﾞｰﾈ｣｢ﾃﾆｬのｱﾝﾄﾆｵ｣
1409年10月9日-09:00|日本|  ||応永16年9月|<任命>鎌倉公方｢足利持氏｣(~永享11(1439)年2月10日)
1409年11月3日-09:00|日本|  ||応永16年9月26日|<再任>遠江国守護｢斯波義教(義重)｣(~応永25年8月10日(1418
  0910)死去)
1409年11月3日-09:00|日本|  ||応永16年9月26日|<死去>駿河･遠江国守護｢今川泰範｣76歳
1409年11月14日-09:00|日本|長野県佐久市|応永16年10月7日|沙弥道円､筑摩郡熊野社社殿を造立
1409年11月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢河崙｣(~14120926)
1409年11月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世の王太子ﾙｲ･ﾄﾞ･ｷﾞｭｲｴﾝﾇが摂政となる/｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ無畏
  公(故ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世豪胆公の長男)が後見役となる
1409年12月-08:00|中国|  ||明･永楽7年末|鄭和第3次遠征,古里(ｶﾘｶｯﾄ)を目的地として出立/鄭和の本隊はｼﾞｬﾜ
  ､分遣隊はｼｬﾑに向かい､鄭和はﾏﾗｯｶに｢官廠｣を建設して艦隊の集結地あるいは遠征の中継地とした
1409年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼｬﾝﾀｲ･ﾗｯｸ｣(~1410年2月)
1409年12月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾓｷﾞﾃｨｱはﾄﾞｲﾂ騎士団によってﾘﾄｱﾆｱに暫定的に返還された(~1411年)
1409年12月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世がﾌﾟﾗﾊ大学を去ったﾄﾞｲﾂ人教員や学生を受け入れ｢ﾗｲﾌﾟﾂｨﾋ大学｣開
  学
1409年12月3日-09:00|日本|京都府京都市|応永16年10月26日|足利義持､三条坊門の新第に移る
1410年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Jeyaveera Cinkaiariyan｣
1410年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱｰｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣
1410年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Gunaveera Cinkaiariyan｣(~1440年)
1410年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｻｲﾌﾃﾞｨﾝ･ﾊﾑｻﾞ･ｼｬｰ｣(~1412年死去)
1410年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Pulad Khan｣
1410年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Temur Khan｣(~1412年)
1410年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾃﾑﾙ｣ﾎﾞﾗﾄの弟(~1412年)
1410年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1412年)
1410年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第7代国王｢ｼｬｰ･ﾜﾗﾄﾞ｣ｱﾌﾏﾄﾞの甥(~1411年)
1410年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<復位>黒羊朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶﾗ･ﾕｰｽﾌ｣(~14201117死去)
1410年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾊﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Orhan･ﾍﾞｲ｣(~1412年)
1410年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｼﾞｮﾙｼﾞｮ･ﾛﾚﾀﾞｰﾉ｣(~1412年)
1410年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｲﾜﾝ･ｸﾙﾔｺﾋﾞｯﾁ｣｢ﾊﾟﾊﾞｵ･ｸﾙﾔｺﾋﾞｯﾁ｣(~1411年)共同統治
1410年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ2世｣(~1415年)
1410年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢ｼｭﾃﾌｧﾝ｣(~14590214死去)
1410年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの建築家ﾌﾞﾙﾈｽｷがｾﾞﾝﾏｲ時計を発明
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1410年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ﾓﾛｯｺ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはﾏﾘｰﾝ朝のﾓﾛｯｺが短期間再占領(~1411年)
1410年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｺﾝｷﾔ｣(~1418年)
1410年1月23日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永16年12月18日|鎌倉府第が完成し､足利持氏がここに移る
1410年1月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｴｸｾﾀｰ公ﾄｰﾏｽ･ﾋﾞｭｰﾌｫｰﾄ｣(~14120105)
1410年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｽﾃｨﾎﾞﾙ･ｽﾃｨﾎﾞﾘﾂｨ｣(2回目~1414年2月)
1410年2月4日-09:00|日本|福井県三方上中郡若狭町|応永17年|大統一祐の弟子の伝芳良授,三方郡伝芳院を建立
1410年2月9日-09:00|日本|  ||応永17年1月6日|<死去>羽州探題｢最上直家｣満直が継ぐ(~応永20年8月3日(14130
  825)死去)､
1410年2月24日-09:00|日本|栃木県那須郡那須町|応永17年1月21日|<那須岳応永の噴火>再び那須山が噴火､火砕
  物を大量に噴出(ﾌﾞﾙｶﾆｱﾝ噴火)し余笹川など那珂川上流部を埋める/この火災堆積物は積雪を溶かしながら大
  規模な融雪型泥流となり､同岳南側の余笹川流域と､それより西の那須高原､湯川-大沢-那珂川流域などを10km
  ほど流下､突然､川沿いの集落をのみ込み､180余人の人命と多くの家畜を犠牲とした
1410年3月12日-09:00|韓国/朝鮮|  |||李氏朝鮮で鋳字所が金属活字で印刷した書籍の販売を開始
1410年3月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||朝鮮･永楽8年2月10日|明の永楽帝が､ﾀﾀｰﾙを征伐するため自ら大軍を率
  いて出陣
1410年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾞｰｾｯﾄ候･ｻﾏｾｯﾄ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣
1410年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(~14181125死去)
1410年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾙﾍﾞﾛのｳﾞｨｰﾀ｣｢ﾊﾟｵﾛのﾍﾞｯﾃｨｰﾉ｣
1410年4月5日-09:00|日本|静岡県掛川市|応永17年3月|明円見珠､鶏足山正法寺(高御所)開山
1410年4月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの王族｢ﾍﾞﾘｰ公｣ｼﾞｬﾝ1世､ﾛﾜｰﾙ渓谷沿いのｼﾞｱﾝにﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公､ｱﾗﾝｿﾝ公､ｸﾚﾙﾓﾝ
  伯､ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公を集め､｢反ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣の｢大同盟｣を結成
1410年5月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>ﾋﾟｻ対立教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ5世(ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌｨﾗﾙｷﾞ)｣[1339年生～]
1410年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ｣兼ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ2世｣
  兼ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ3世｣58歳(誕生13520505)
1410年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国教皇代理｢ﾗｲﾝ伯ﾊﾟﾗﾃｨﾝ｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣(1
  回目)｣､｢ｻﾞｸｾﾝ伯ﾊﾟﾗﾃｨﾝ･ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣(1回目)｣(~10.1)
1410年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣(~14361230死去)
1410年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｼﾞﾝﾒﾙﾝ家ｼｭﾃﾌｧﾝ｣(~14590214死去)
1410年5月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公｢ﾌﾟｼｪﾐｽﾜﾌ1世ﾉｼｬｸ｣
1410年5月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世｣(~14310506死去)
1410年5月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾋﾟｻ対立教皇｢ﾖﾊﾈｽ23世(ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻﾚ･ｺｯｻ)｣(~14150530)
1410年5月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去><死去>ｱﾗｺﾞﾝ王兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾏﾙﾃｨﾝ1世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾏﾙﾃｨｰ1世人
  文王･聖職者王｣兼ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯兼ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾙﾃｨｰﾉ2世｣/54歳
1410年5月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾏﾙﾃｨｰ1世(人文王,聖職者王)｣
1410年5月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Henry1世｣(~14450615死去)
1410年6月9日-09:00|日本|  ||応永17年5月7日|<死去>｢斯波義将｣61歳/室町幕府の重鎮(三度管領を努める)
1410年7月4日-09:00|日本|石川県輪島市|応永17年6月3日|<死去>能登総持寺前住の不見明見(今立郡興禅寺開山
  )
1410年7月6日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|応永17年6月5日|上醍醐普門院焼失
1410年7月10日-09:00|日本|  ||応永17年6月9日|<解任>室町幕府管領｢斯波義淳｣
1410年7月10日-09:00|日本|  ||応永17年6月9日|<任命>室町幕府管領｢畠山満家｣(~応永19(1412)年3月10日)
1410年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾀﾝﾈﾝﾍﾞﾙｸの戦いでﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ連合としてﾄﾞｲﾂ騎士団を破っ
  て西ﾌﾟﾛｲｾﾝを奪う
1410年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ2世｣
1410年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~14340205死去)
1410年8月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､暴風雨の急襲がﾒｽﾄﾚのｻﾝ･ﾛﾚﾝﾂｫの大市に向かう商人のうち300名の溺
  死者をうむ
1410年9月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣ｶｰﾙ4世の息子(⇒14330503神聖ﾛｰﾏ皇帝~14371209死去
  )
1410年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾙｯﾁｮのﾐｹﾘｰﾉ｣｢聖ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣
1410年10月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ｣ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾞﾗﾝﾃ
  ﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯(~14110118死去)
1410年12月23日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|応永17年11月27日|後亀山法皇が幕府の処遇に不満を抱き､吉
  野に走る(後南朝の始り/194609帰洛)


